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回
”
健
康
づ
く
り
の
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集
い
〃
を
開
催

　
栄
養
の
か
た
よ
り
、
運
動
不
足
な

ど
か
ら
肥
満
、
貧
血
、
各
種
成
人
病

の
増
加
と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
栄

養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
を
と
り
上
げ
、
第
二
回
健
康
づ
く

り
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
．

☆
日
時
　
八
月
二
十
二
日
働

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時
半

☆
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

☆
講
演
　
　
「
現
代
っ
子
の
食
事
を
考

え
る
」
　
講
師

　
　
　
　
軋

　
　
〆
る
し

　
　
　
　
　
僧

　
　
．
》
．

溺
．
g

藤
沢
良
知
先

生
。
　
（
秋
草

学
園
短
大
教

授
）☆

体
験
発
表

も
あ
り
ま
す
。

交通規制●＋日町橋●

8月25日（月）から9月3日休）

　毎日、午前4時～午前7時

　車輌交通止

　（歩行者、自転車は可）

9月10日（水）午前9時から

　　12月1日（月）午前9時まで

　　終臼　大型車交通止

　　ただし、路線バス、マイク

身
障
者
の
結
婚
相
談

　
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
で
は
、

身
体
障
害
者
の
結
婚
相
談
を
常
時
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
巡
回
結
婚
相
談
も

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
、
こ
利
用
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
社
会

福
祉
事
務
所
援
護
係
（
E
七
ー
三
一

一
一
番
内
線
一
工
四
）
ま
で
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
庭
野
日
敬
　
、
．
一
百
万
円
　
▼
田

村
泰
宏
（
昭
和
町
三
）
四
千
二
百
円

▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
桑

原
正
治
（
新
座
）
生
花
（
十
日
町
、

中
条
、
上
村
の
各
病
院
へ
）
　
▼
根

津
ヤ
ス
（
本
町
六
）
手
造
り
の
座
布

団
五
枚
（
四
ツ
宮
荘
へ
）

＆
◎
＼

1轟灘縫轡←
慧藷、，警矯鍵。灘趨み驚講紳
　例年の夏とは異なり、涼しい夏といえる今年ですが、

　お盆や、お祭りなどには最適のもび）を紹介します・

　　　　　　　　　　　●作り方
●材料紛量（4人前）　①なすは、＼睦除き、強

　材料分量火で約15分蒸1、、2・）割
　な　　　す（中8ケ）4009　にしておく．、

②長ねぎはみじん切り、

ピーマンは3mm角に。

③鶏卵をよくとき、肉み

そ用び）材料を合わせてお

く。

④油を熱し、弱火で長ね

ぎを妙め、よいかおりが

出たら肉を加え、火を強

め、肉か白くなったら、

ヒーマンを人れ、青くな

’・たド、、③で合わせた肉

謹
野

ー
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
カ

　
　
瀬
♂

　
　
－
蝉
一
、
‘

　
　
醸

物
強
恥

癬
嚢

　
　
獅
　
　
鰯

（中8ケ）4009

　　　5cm
（中1ケ）509

　　　409
大さじ3

大さじ1

大さじ1

大さじ3

／1￥さじ1～2

　　　1ケ
大さじ1／2

ぎ
ン
肉
油
－
ま

　
　
　
　
　
そ
　
　
ゆ
う
卵

　
マ
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
ご

ね
　
き
め
　
酒
よ
と

　
一
　
　
　
み
　
　
し
さ
鶏
り

　
　
　
　
　
ヂ
し

長
ピ
ひ
妙
　

肉
み
そ
　
　
妙

みそを加える。

⑤弱火にし鶏卵がかたまるまでかき混ぜ、とろりとした

　ら火を止め妙りごまを加える。

⑥なすの上にかけて供す。

回雛灘譜矯、乱1㌶鵠雛』
　〔その他の利用法〕

　キュウリを柏子木に切一・てかけて《、良いし、奴豆腐を

四角の大きなままとし、そのLに4）せても良い．

　　　　　　　　　　　　　　（駅通り　酒井　環）

一
、
」7
香
典
返
し

　
▼
大
熊
文
治
（
上
原
）
三
万
円

　
年
金
額
は

▼
夏
井
信
男
（
本
町
四
）
十
万
円
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時ブ代⑭

今
月
の
納
税

物
価
に
ス
ラ
イ
ド

　
今
回
は
、
　
「
い
ま
か
ら

年
金
に
加
入
し
た
ら
い
く

ら
も
ら
え
る
か
」
と
い
う

質
問
に
答
え
る
た
め
年
金

額
の
計
算
の
し
か
た
を
お

話
し
し
ま
す
．

　
　
　
国
民
年
金
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
と
い
っ
て
毎
年
物
価

指
数
に
連
動
し
て
額
の
自

心
身
障
害
児
通
園
施
設
つ
く
し
園
へ

　
▼
辰
巳
屋
布
団
店
　
二
万
円
　
▼

柳
電
機
商
会
　
五
万
二
千
四
百
七
十

六
円
　
▼
藤
木
秀
世
　
千
三
百
円

動
改
定
計
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
将
来
、
物
価
が
ど
の
よ
う
に
変

動
し
て
も
年
金
額
が
保
証
さ
れ
る
。

こ
れ
は
国
民
年
金
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
だ
。
現
在
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
指
数

は
、
一
・
二
〇
七
で
あ
る
か
ら
計
算

方
法
は
こ
う
な
る
。

一
§
旧
×
痢
藩
姜
‡
頭
並
騨
×
ヅ
8
マ
笹
陣
轍

　
た
だ
し
未
納
し
て
い
た
期
間
が
あ

れ
ば
計
算
に
は
い
ら
な
い
．

　
ま
た
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
生

ま
れ
の
人
の
計
算
式
は
若
干
違
い
、

加
入
期
間
が
短
縮
し
て
い
る
と
き
は

（
酢
摩
蕨
融
鑓
麹

・
納
期
限
九
月
一

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
三
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
で
　
本
町
七
r
目
一
、
本
町

七
r
目
二
、
四
日
町
新
田
第
二
の
各

一
部
、
三
和
町
　
▼
八
月
十
八
日
側

次
の
額
を
加
算
す
る
。

　
薯
お
x
（
弩
善
＞
鐸
）
×
妻
舞
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
＞
並
弊

　
　
　
　
　
　
　
x
一
，
§
”
営
鞍
磁

　
付
加
年
金
加
入
の
場
合
は
、
つ
ぎ

の
加
算
が
あ
る
。

　
鱒
8
X
‡
誉
獅
添
掌
欝
‡
並
輝
”
誉
犠
懲

　
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
計
算
式
で
ご
自
分
の

年
金
額
を
計
算
し
て
見
て
は
ー
。

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

年
月
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
ど
っ

さ
り
と
大
き
は
実
り
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。

　
　
　
日

午
前
九
時
～
午
前
卜
一
時
ま
で
　
塚

原
町
、
北
新
田
第
一
、
第
二
、
第
、
』

の
各
一
部
▼
八
月
十
八
口
側
午

後
三
時
～
午
後
五
時
ま
で
　
西
本
町

一
丁
目
、
西
本
町
二
丁
目
、
稲
荷
町

西
の
各
一
部
▼
八
月
十
九
日
図

午
後
一
時
～
午
後
四
時
ま
で
　
西
本

町
］
丁
目
、
西
本
町
二
丁
目
、
稲
荷

町
西
、
稲
荷
町
三
r
目
本
通
り
、
稲

荷
町
三
丁
目
北
の
各
一
部
　
▼
八
月

二
十
日
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

昭
和
町
一
丁
目
、
千
歳
町
三
丁
目
、

寿
町
四
丁
目
の
各
一
部
　
▼
八
月
二

十
日
困
　
午
後
三
時
～
午
後
四
時
半

ま
で
　
昭
和
町
一
丁
目
、
袋
町
西
・

袋
町
中
、
本
町
西
、
一
丁
目
の
各
一

部
▼
八
月
二
十
二
日
働
午
前
八

時
～
午
後
三
時
ま
で
珠
川
第
一
～
第

内
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とおガ詐3

㎜
わ
が
国
の
合
の
高
齢
化
は
、
年
々
着
実
に
進
み
、
高
齢
化
蕊

窃
会
へ
の
対
策
と
福
祉
の
充
実
は
ま
す
ま
す
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
隠

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
息

日
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

口
　
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
．
こ
。

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ロ
の
週
間
は
、
長
年
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
老
人
に
対
し
敬
愛
。

旧
の
念
を
深
め
、
長
寿
を
祝
う
と
共
に
、
と
か
く
孤
独
に
な
り
が
ち
。

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

臼
な
老
人
の
生
活
が
明
る
く
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
願
い
、
老
人
の
福
。

臼
祉
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
　
　
　
　
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

息
　
市
内
に
は
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
七
千
八
百
八
十
人
い
ま
亥
5

臼
こ
れ
は
市
の
人
口
の
約
十
五
・
八
卸
に
あ
た
り
、
昨
年
よ
り
O
・
β

旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

。
三
智
増
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
老
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
　
。

“
世
界
に
誇
る
長
寿
国
と
手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
多
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ロ
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

日
　
老
後
は
だ
れ
も
が
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
み
ん
な
の
階
段
で
β

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

。
す
。
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、
あ
な
た
自
身
の
老
。

口
後
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

年度 総人口 60歳以上 うち70歳以上

実　数1　％ 実　数：　％
49 50，302 6，819　　13．6 2，901　　　5．8

50 50，322 7，075　　14．1 3，004　　　6．0

51 50，465 7，221　114．3 3，088　　　6．1

52 50，323 7，383　　14．7 3，248　　6。5

53 50，228 7，544　　15．0 3，391　　6．8

54 50，013 7，749　　15．5 3，555　　7．1

55 50，001 7，880　　15．8， 3，740　　7．5

長寿者番付（編齪轡難慰のか錆篇露）

市
の
老
人
対
策

〔東〕 〔西〕

藤田　タ　ケ（新　　保）98歳 横綱 関口富作（貝　ノ　川）97歳
太田　ギ　ン（四日町新田第2）97歳 大関 市村竹三郎（伊達第3）97歳
吉沢　ト　メ（北鐙坂第2〉96歳 関脇 蕪木セ　キ（幸　　町）96歳

富井シ　ゲ（土市第1）96歳 小結 大島テ　イ（　原　　）96歳
羽鳥民蔵（田中町本通）96歳 前1 富井マッジ（珠川第3）96歳
岡田　ツ　ガ（中条中町）96歳 〃2 島田　ヨ　シ（北鐙坂第1）95歳

玉田徳治（四日町第3）95歳 〃3 高橋　リサ、（神明町）94歳
田村キ　ミ（漉　　野）94歳 〃4 水落シ　ノ（二　　子）94歳

樋口要蔵（高田町2）93歳 〃5 徳永吉太郎（内　　後）93歳

飯塚常作（南　　雲）93歳 〃6 久保田忠治（新　　　水〉93歳

岡村マ　ッ（関根第1）93歳 〃7 井川由太郎（下条本町）93歳
津畑　レ　キ（太田島第1）93歳 〃8 村山イ　サ（伊達第2）93歳
上村ツ　ハ（伊達第3）92歳 〃9 越村キイ（本町　5）92歳
小川フ　ジ（四日町第2）92歳 〃10 山田サ　ダ（水　　　口）92歳

宮沢　ト　ミ（小　黒　沢）92歳 〃11 樋ロケイ（新宮第2）92歳
村山ハル（高山第3）92歳 〃12 川田　シ　ゲ（寿町　1）92歳

大島サ　ダ（西　寺　町）92歳 〃13 市村　ト　ヨ（伊達第4）92歳

水落キ　ク（　原　　）92歳 〃14 久保田キン（新　　水）92歳

湯沢ゲン（寿町　4）91歳 〃15 宮内　ヨ　シ（北　　原）91歳

根津　ミ　ャ（田中町本通）91歳 〃16 池田千代（西浦　東）91歳
営内キ　ヤ（梅　　　沢）91歳 〃17 星名　キ　ク（中条中町）91歳

佐藤　ト・ク（新光　寺）91歳 〃18 保坂　ミ　ッ（姿第　1）91歳
春川　ス　イ（四日町新田第1）91歳 〃19 小林ハナ（津　　池）91歳
宮沢　ミ　キ（高田町5）91歳 〃20 平野政直（高山第3）91歳
宮沢ハ　ッ（幸　　町）91歳 〃21 吉沢ヤ　ス（北鐙坂第3）91歳

水落ム　メ（中条菅沼）91歳 〃22 金子マ　ス（袋町東）91歳
池田イ　シ（学校町1）90歳 〃23 山田　キ　ヨ（幸　　町）90歳

小泉義三郎（中条市之沢）90歳 〃24 水落儀作（願　　　入）90歳
関ロ　ヨ　キ（千歳町）90歳 〃25 曾根カ　ノ（田川町3）90歳
村山　ノ　ブ（伊達第4）90歳

庭野五三郎（＋日町島）90歳

〃26

〃27

高野席太郎（北新田第1）90歳
㌦
福 原た　ま（宮下　西）90歳

高野モ　ト（水沢第1）90歳 〃28 星名　フ　ミ（中条中町）90歳

樋口　寅松（中条上町）90歳 〃29 高野　ト　メ（馬場第3）90歳

田村　ト　ウ（中条下町）90歳 〃30 樋ロ　リ　ン（背　　戸）90歳

高野カ　ツ（関口樋口町〉90歳 〃31 丸山茂雄（春日町2）90歳
池田勇太郎（猿　　倉）90歳 〃32 村山イ　セ（伊達第2）90歳
村山丑太郎（野　　中）90歳 〃33
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市内の高齢者人ロの推移

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
老
人
対
策
は

六
十
五
歳
に
な
る
と

○
老
人
健
康
診
査
や
、
医
師
に
よ
る

老
人
健
康
教
育
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
寝
た
き

り
老
人
に
医
療
費
補
助
及
び
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
一
週
間

に
一
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
お
世
話

を
し
ま
す
。
（
低
所
得
者
）

O
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
、
現
在
家
で
世
話
し
て
い
る

人
が
病
気
な
ど
で
一
時
に
世
話
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
、
介
護
人
を
派

遣
し
ま
す
。
（
低
所
得
者
）

七
十
歳
に
な
る
と

○
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
敬
老
会
の

経
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
敬
老
の
日
現
在
で
、
市
内
に
六
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
八
十
歳
以
上
の

人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

〇
七
十
歳
以
上
の
老
人
医
療
費
助
成

（
自
己
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
）
．

た
、
だ
し
、
社
会
保
険
の
本
人
は
除
か

れ
ま
す
。

今
年
の
敬
老
祝
金

　
　
（
品
）
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
八
十
歳
代
の
か
た
に
四

千
円
、
九
十
歳
以
上
の
か
た
に
五
千

円
の
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま
す
。

　
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
に

は
県
か
ら
「
祝
菓
」
、
七
十
歳
か
ら

七
十
四
歳
の
か
た
に
は
市
か
ら
「
祝

菓
」
、
七
十
七
歳
の
か
た
に
「
湯
呑
み

茶
わ
ん
」
、
八
十
八
歳
の
か
た
に
「
座

布
団
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
九
十
歳

に
な
ら
れ
る
か
た
に
は
県
か
ら
「
座

布
団
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

七
十
歳
以
上
の
か
た
全
員
に
「
市
長

の
名
入
手
拭
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
祝
金
品
の
該
当
者
に
は
、

敬
老
の
日
に
民
生
委
員
が
直
接
お
届

け
し
ま
す
。

税
金
面
で
も

　
　
　
　
優
遇
措
置
が

　
お
年
寄
り
に
は
、
税
金
面
で
も
い

く
つ
か
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
年
間
の

所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
の
人
に

は
、
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
次
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
　
所
得
控
除
の
一
つ

と
し
て
、
二
十
三
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
老
齢
者
年
金
特
別
控
除
　
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
七
十
八
万
円

を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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平
均
寿
命
の
延
長
に
よ
っ
て
、
人

口
の
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
老

人
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
お
年

寄
り
の
教
養
の
向
上
や
レ
ク
リ
ェ
ー

難毅
難
畿
羅

　
難
講
　

灘
畿
、

シ
ョ
ン
、
疾
病
の
予
防
や
治
療
の
相

談
、
機
能
回
復
訓
練
、
生
活
や
身
上

相
談
な
ど
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
六

箇
地
区
公
民
館
跡
に
、
八
月
四
日
着

工
し
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
部
二
階
建
八
百
八
十
㎡
で
す
。

　
一
階
に
は
機
能
回
復
訓
練
室
、
生

活
相
談
室
、
集
会
室
、
工
作
室
、
図

書
室
、
浴
室
、
事
務
室
な
ど
、
二
階

に
健
康
相
談
室
、
調
理
実
習
室
、
教

養
娯
楽
室
、
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
ニ
ツ
屋
地
区
の
温
泉
を

利
用
し
た
浴
室
は
、
今
か
ら
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事

は
三
月
末
で
完
成
し
、
四
月
に
開
館
、

蒋
来
は
マ
イ
ク
・
バ
ス
で
利
用
者
の

送
迎
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し家庭でできる簡単な健康体操を

　
　
　
　
　
N

とり
き

す
た

こ
た
　
　
　
　
壱

体
体
　
こ
す
，
彪
リ
華

身
身
　
た
彪
“
化
リ
…

①
　
　
も
ん
だ
り
き

　
　
翌

　②肩もみほぐし

飢2，㊨

省

③つま先立ち歩き

④身体のばし

　手先から足の先まで

　
　
　
〃摸

歩、

巾
を
ゼ
ま
く

ゆ
之
リ
ゆ
之
リ

　
　
郵

融

⑤ねたきりマラソン

ρ5～6秒たったら床をけるようにする2

す
こ
や
か
燐
甥
畷
働
響
レ

★
姿
勢
は
正
し
く
、
背
す
じ
は
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
て

★
下
着
を
毎
日
と
り
か
え
て
、
動
き
易
い
服
装
で

★
布
団
は
よ
く
日
光
に
あ
て
、
一
晩
に
吸
い
こ
ま
れ
た
汗
を
取
り

　
の
ぞ
き
ま
し
ょ
う

★
バ
ッ
カ
リ
食
を
追
放
し
、
な
ん
で
も
よ
く
か
み
、
よ
く
た
べ
、

　
腹
は
八
分
目
に

★
タ
バ
コ
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
心
臓
の
悪
い
人
は
控
え
め
に

★
市
で
行
う
結
核
検
診
、
老
人
健
康
診
査
は
す
す
ん
で
受
け
て
自

　
分
の
健
康
を
常
に
た
し
か
め
て

★
一
日
一
言
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
ま
し
ょ
う

★
快
眠
、
快
食
、
快
便
，
快
笑
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う

とおガ誹3
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ゲートボールをしませんか
　　　　若さを保てますよ！

　毎週火曜日と金曜日の午前中、本町6丁目の

四宮公園では、楽しい笑い声が聞こえます。今

年び）高齢者スポーツ教室でゲートボールを練習

した人達が、、教室が修了した後も自主的にグル

ープを作って楽しんでいるのです。ゲートボー

ルは、楽しみながら運動をしたり、神経を集中

したりでき、60歳以上の人達には最適なスポー

ッです。健康保持のためあなたも参加してみて

はいかがですか．お問い合わせは、稲荷町1の高

橋重正（82－2716番正木屋木材）さんへ・用

具類は、いこいの家に一揃あります。

　　老人ホームで落ちついた老後

　養護老人ホーム妻有荘には、現在80人の老人

が入居し、落ちついた老後を過ごしています。月

1回の誕生会、花や書道などのクラブ活動、春

秋の運動会や温泉旅行などの楽しみもあり、働

くことを生きがいとしている人のために作業場

もあります。

　入所についての相談は市社会福祉事務所福祉

係（奮7－3111番内線215）か地区の民生委員にお

たずねください。

蕪
雛
灘

搾
馨
　
　
問
　
国
民
年
金
の
加
入
者

　
　
⑮
は
強
制
加
入
・
任
意
加
入

」稔時ブ代
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
強
制
加
入
者
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
保
険

料
を
納
め
た
く
と
も
納
め

ら
れ
な
い
か
た
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
未
納
状
態

の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
、

老
齢
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
保
険
料
を

納
め
な
い
と
将
来
老
齢
年
金
が
も
ら

え
な
い
ば
か
り
か
、
障
害
、
母
子
年

金
な
ど
の
短
期
給
付
も
あ
り
ま
せ
ん
。

何
か
の
事
情
で
保
険
料
を
納
付
す
る

の
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
免
除
と

い
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
な
い
で
、
年
金
係
に
免
除
の
相
談

に
お
い
で
下
さ
い
。
　
（
印
鑑
持
参
）

内
容
が
免
除
基
準
に
当
て
は
ま
る
と

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の

期
間
は
資
格
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
保
険
料
を
掛
け
た
場
合
の

三
分
の
一
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
満
額
年
金
を
う
け
る
た
め

「
追
納
」
1
免
除
を
受
け
て
か
ら

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
当
時
の
保
険
料

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
　
　
も
あ
り
ま
す
。

　
　
保
険
料
の
免
除
の
内
容

　
①
所
得
が
な
い
と
き
②
生
活
保

　
護
法
の
医
療
扶
助
な
ど
受
け
て

　
い
る
と
き
③
保
険
料
納
付
が
大

　
変
困
難
で
あ
る
…
…
な
ど
保
険

　
料
納
付
が
困
難
と
認
め
る
場
合
。



帖
筋
偽

（2）

とおガ詐3

㎜
わ
が
国
の
合
の
高
齢
化
は
、
年
々
着
実
に
進
み
、
高
齢
化
蕊

窃
会
へ
の
対
策
と
福
祉
の
充
実
は
ま
す
ま
す
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
隠

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
息

日
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

口
　
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
．
こ
。

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ロ
の
週
間
は
、
長
年
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
老
人
に
対
し
敬
愛
。

旧
の
念
を
深
め
、
長
寿
を
祝
う
と
共
に
、
と
か
く
孤
独
に
な
り
が
ち
。

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

臼
な
老
人
の
生
活
が
明
る
く
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
願
い
、
老
人
の
福
。

臼
祉
に
つ
い
て
も
関
心
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
　
　
　
　
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

息
　
市
内
に
は
六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
七
千
八
百
八
十
人
い
ま
亥
5

臼
こ
れ
は
市
の
人
口
の
約
十
五
・
八
卸
に
あ
た
り
、
昨
年
よ
り
O
・
β

旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

。
三
智
増
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
老
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
　
。

“
世
界
に
誇
る
長
寿
国
と
手
放
し
で
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
多
。

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ロ
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

日
　
老
後
は
だ
れ
も
が
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
み
ん
な
の
階
段
で
β

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

。
す
。
敬
老
の
日
、
老
人
福
祉
週
間
に
あ
た
り
、
あ
な
た
自
身
の
老
。

口
後
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

年度 総人口 60歳以上 うち70歳以上

実　数1　％ 実　数：　％
49 50，302 6，819　　13．6 2，901　　　5．8

50 50，322 7，075　　14．1 3，004　　　6．0

51 50，465 7，221　114．3 3，088　　　6．1

52 50，323 7，383　　14．7 3，248　　6。5

53 50，228 7，544　　15．0 3，391　　6．8

54 50，013 7，749　　15．5 3，555　　7．1

55 50，001 7，880　　15．8， 3，740　　7．5

長寿者番付（編齪轡難慰のか錆篇露）

市
の
老
人
対
策

〔東〕 〔西〕

藤田　タ　ケ（新　　保）98歳 横綱 関口富作（貝　ノ　川）97歳
太田　ギ　ン（四日町新田第2）97歳 大関 市村竹三郎（伊達第3）97歳
吉沢　ト　メ（北鐙坂第2〉96歳 関脇 蕪木セ　キ（幸　　町）96歳

富井シ　ゲ（土市第1）96歳 小結 大島テ　イ（　原　　）96歳
羽鳥民蔵（田中町本通）96歳 前1 富井マッジ（珠川第3）96歳
岡田　ツ　ガ（中条中町）96歳 〃2 島田　ヨ　シ（北鐙坂第1）95歳

玉田徳治（四日町第3）95歳 〃3 高橋　リサ、（神明町）94歳
田村キ　ミ（漉　　野）94歳 〃4 水落シ　ノ（二　　子）94歳

樋口要蔵（高田町2）93歳 〃5 徳永吉太郎（内　　後）93歳

飯塚常作（南　　雲）93歳 〃6 久保田忠治（新　　　水〉93歳

岡村マ　ッ（関根第1）93歳 〃7 井川由太郎（下条本町）93歳
津畑　レ　キ（太田島第1）93歳 〃8 村山イ　サ（伊達第2）93歳
上村ツ　ハ（伊達第3）92歳 〃9 越村キイ（本町　5）92歳
小川フ　ジ（四日町第2）92歳 〃10 山田サ　ダ（水　　　口）92歳

宮沢　ト　ミ（小　黒　沢）92歳 〃11 樋ロケイ（新宮第2）92歳
村山ハル（高山第3）92歳 〃12 川田　シ　ゲ（寿町　1）92歳

大島サ　ダ（西　寺　町）92歳 〃13 市村　ト　ヨ（伊達第4）92歳

水落キ　ク（　原　　）92歳 〃14 久保田キン（新　　水）92歳

湯沢ゲン（寿町　4）91歳 〃15 宮内　ヨ　シ（北　　原）91歳

根津　ミ　ャ（田中町本通）91歳 〃16 池田千代（西浦　東）91歳
営内キ　ヤ（梅　　　沢）91歳 〃17 星名　キ　ク（中条中町）91歳

佐藤　ト・ク（新光　寺）91歳 〃18 保坂　ミ　ッ（姿第　1）91歳
春川　ス　イ（四日町新田第1）91歳 〃19 小林ハナ（津　　池）91歳
宮沢　ミ　キ（高田町5）91歳 〃20 平野政直（高山第3）91歳
宮沢ハ　ッ（幸　　町）91歳 〃21 吉沢ヤ　ス（北鐙坂第3）91歳

水落ム　メ（中条菅沼）91歳 〃22 金子マ　ス（袋町東）91歳
池田イ　シ（学校町1）90歳 〃23 山田　キ　ヨ（幸　　町）90歳

小泉義三郎（中条市之沢）90歳 〃24 水落儀作（願　　　入）90歳
関ロ　ヨ　キ（千歳町）90歳 〃25 曾根カ　ノ（田川町3）90歳
村山　ノ　ブ（伊達第4）90歳

庭野五三郎（＋日町島）90歳

〃26

〃27

高野席太郎（北新田第1）90歳
㌦
福 原た　ま（宮下　西）90歳

高野モ　ト（水沢第1）90歳 〃28 星名　フ　ミ（中条中町）90歳

樋口　寅松（中条上町）90歳 〃29 高野　ト　メ（馬場第3）90歳

田村　ト　ウ（中条下町）90歳 〃30 樋ロ　リ　ン（背　　戸）90歳

高野カ　ツ（関口樋口町〉90歳 〃31 丸山茂雄（春日町2）90歳
池田勇太郎（猿　　倉）90歳 〃32 村山イ　セ（伊達第2）90歳
村山丑太郎（野　　中）90歳 〃33
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市内の高齢者人ロの推移

　
老
人
福
祉
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
在
行
っ
て
い

る
市
の
老
人
対
策
は

六
十
五
歳
に
な
る
と

○
老
人
健
康
診
査
や
、
医
師
に
よ
る

老
人
健
康
教
育
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
寝
た
き

り
老
人
に
医
療
費
補
助
及
び
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
一
週
間

に
一
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
お
世
話

を
し
ま
す
。
（
低
所
得
者
）

O
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り

老
人
で
、
現
在
家
で
世
話
し
て
い
る

人
が
病
気
な
ど
で
一
時
に
世
話
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
、
介
護
人
を
派

遣
し
ま
す
。
（
低
所
得
者
）

七
十
歳
に
な
る
と

○
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
敬
老
会
の

経
費
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
敬
老
の
日
現
在
で
、
市
内
に
六
カ

月
以
上
住
ん
で
い
る
八
十
歳
以
上
の

人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

〇
七
十
歳
以
上
の
老
人
医
療
費
助
成

（
自
己
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
）
．

た
、
だ
し
、
社
会
保
険
の
本
人
は
除
か

れ
ま
す
。

今
年
の
敬
老
祝
金

　
　
（
品
）
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
八
十
歳
代
の
か
た
に
四

千
円
、
九
十
歳
以
上
の
か
た
に
五
千

円
の
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま
す
。

　
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
に

は
県
か
ら
「
祝
菓
」
、
七
十
歳
か
ら

七
十
四
歳
の
か
た
に
は
市
か
ら
「
祝

菓
」
、
七
十
七
歳
の
か
た
に
「
湯
呑
み

茶
わ
ん
」
、
八
十
八
歳
の
か
た
に
「
座

布
団
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
九
十
歳

に
な
ら
れ
る
か
た
に
は
県
か
ら
「
座

布
団
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

七
十
歳
以
上
の
か
た
全
員
に
「
市
長

の
名
入
手
拭
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
祝
金
品
の
該
当
者
に
は
、

敬
老
の
日
に
民
生
委
員
が
直
接
お
届

け
し
ま
す
。

税
金
面
で
も

　
　
　
　
優
遇
措
置
が

　
お
年
寄
り
に
は
、
税
金
面
で
も
い

く
つ
か
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
年
間
の

所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
の
人
に

は
、
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
次
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
　
所
得
控
除
の
一
つ

と
し
て
、
二
十
三
万
円
を
所
得
金
額

か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
老
齢
者
年
金
特
別
控
除
　
国
民
年

金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や

恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
七
十
八
万
円

を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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平
均
寿
命
の
延
長
に
よ
っ
て
、
人

口
の
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、
老

人
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
お
年

寄
り
の
教
養
の
向
上
や
レ
ク
リ
ェ
ー

難毅
難
畿
羅

　
難
講
　

灘
畿
、

シ
ョ
ン
、
疾
病
の
予
防
や
治
療
の
相

談
、
機
能
回
復
訓
練
、
生
活
や
身
上

相
談
な
ど
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
六

箇
地
区
公
民
館
跡
に
、
八
月
四
日
着

工
し
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
部
二
階
建
八
百
八
十
㎡
で
す
。

　
一
階
に
は
機
能
回
復
訓
練
室
、
生

活
相
談
室
、
集
会
室
、
工
作
室
、
図

書
室
、
浴
室
、
事
務
室
な
ど
、
二
階

に
健
康
相
談
室
、
調
理
実
習
室
、
教

養
娯
楽
室
、
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
ニ
ツ
屋
地
区
の
温
泉
を

利
用
し
た
浴
室
は
、
今
か
ら
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
工
事

は
三
月
末
で
完
成
し
、
四
月
に
開
館
、

蒋
来
は
マ
イ
ク
・
バ
ス
で
利
用
者
の

送
迎
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し家庭でできる簡単な健康体操を

　
　
　
　
　
N

とり
き

す
た

こ
た
　
　
　
　
壱

体
体
　
こ
す
，
彪
リ
華

身
身
　
た
彪
“
化
リ
…

①
　
　
も
ん
だ
り
き

　
　
翌

　②肩もみほぐし

飢2，㊨

省

③つま先立ち歩き

④身体のばし

　手先から足の先まで

　
　
　
〃摸

歩、

巾
を
ゼ
ま
く

ゆ
之
リ
ゆ
之
リ

　
　
郵

融

⑤ねたきりマラソン

ρ5～6秒たったら床をけるようにする2

す
こ
や
か
燐
甥
畷
働
響
レ

★
姿
勢
は
正
し
く
、
背
す
じ
は
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
て

★
下
着
を
毎
日
と
り
か
え
て
、
動
き
易
い
服
装
で

★
布
団
は
よ
く
日
光
に
あ
て
、
一
晩
に
吸
い
こ
ま
れ
た
汗
を
取
り

　
の
ぞ
き
ま
し
ょ
う

★
バ
ッ
カ
リ
食
を
追
放
し
、
な
ん
で
も
よ
く
か
み
、
よ
く
た
べ
、

　
腹
は
八
分
目
に

★
タ
バ
コ
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
心
臓
の
悪
い
人
は
控
え
め
に

★
市
で
行
う
結
核
検
診
、
老
人
健
康
診
査
は
す
す
ん
で
受
け
て
自

　
分
の
健
康
を
常
に
た
し
か
め
て

★
一
日
一
言
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
ま
し
ょ
う

★
快
眠
、
快
食
、
快
便
，
快
笑
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う

とおガ誹3
（3

ゲートボールをしませんか
　　　　若さを保てますよ！

　毎週火曜日と金曜日の午前中、本町6丁目の

四宮公園では、楽しい笑い声が聞こえます。今

年び）高齢者スポーツ教室でゲートボールを練習

した人達が、、教室が修了した後も自主的にグル

ープを作って楽しんでいるのです。ゲートボー

ルは、楽しみながら運動をしたり、神経を集中

したりでき、60歳以上の人達には最適なスポー

ッです。健康保持のためあなたも参加してみて

はいかがですか．お問い合わせは、稲荷町1の高

橋重正（82－2716番正木屋木材）さんへ・用

具類は、いこいの家に一揃あります。

　　老人ホームで落ちついた老後

　養護老人ホーム妻有荘には、現在80人の老人

が入居し、落ちついた老後を過ごしています。月

1回の誕生会、花や書道などのクラブ活動、春

秋の運動会や温泉旅行などの楽しみもあり、働

くことを生きがいとしている人のために作業場

もあります。

　入所についての相談は市社会福祉事務所福祉

係（奮7－3111番内線215）か地区の民生委員にお

たずねください。

蕪
雛
灘

搾
馨
　
　
問
　
国
民
年
金
の
加
入
者

　
　
⑮
は
強
制
加
入
・
任
意
加
入

」稔時ブ代
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
強
制
加
入
者
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
保
険

料
を
納
め
た
く
と
も
納
め

ら
れ
な
い
か
た
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
未
納
状
態

の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
、

老
齢
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
保
険
料
を

納
め
な
い
と
将
来
老
齢
年
金
が
も
ら

え
な
い
ば
か
り
か
、
障
害
、
母
子
年

金
な
ど
の
短
期
給
付
も
あ
り
ま
せ
ん
。

何
か
の
事
情
で
保
険
料
を
納
付
す
る

の
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
免
除
と

い
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
な
い
で
、
年
金
係
に
免
除
の
相
談

に
お
い
で
下
さ
い
。
　
（
印
鑑
持
参
）

内
容
が
免
除
基
準
に
当
て
は
ま
る
と

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の

期
間
は
資
格
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
保
険
料
を
掛
け
た
場
合
の

三
分
の
一
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
満
額
年
金
を
う
け
る
た
め

「
追
納
」
1
免
除
を
受
け
て
か
ら

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
当
時
の
保
険
料

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
掛
け
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
　
　
も
あ
り
ま
す
。

　
　
保
険
料
の
免
除
の
内
容

　
①
所
得
が
な
い
と
き
②
生
活
保

　
護
法
の
医
療
扶
助
な
ど
受
け
て

　
い
る
と
き
③
保
険
料
納
付
が
大

　
変
困
難
で
あ
る
…
…
な
ど
保
険

　
料
納
付
が
困
難
と
認
め
る
場
合
。



博
帖
o
o

（4）とおガ辞お

臨
査

難
調

鎌
勢

錨
献
国

　
き
た
る
十
月
一
日
、

五
年
国
勢
調
査
」

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
昭
和
五
＋

　
　
　
　
　
　
が
全
国
い
っ
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
国
勢
調
査
は

わ
力
国
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
る
国
の
最

も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
そ
し
て
地

　
住
民
登
録
の
届
出
に
関
係
な

－
く
、
十
月
一
日
現
在
、
ふ
だ
ん

住
ん
で
い
る
人
（
ま
た
は
、
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ

る
人
）
す
べ
て
を
、
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
場
所
で
、
世
帯
単
位

に
調
査
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

城
社
会
に
於
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
進
め
る
う
え
で

大
切
な
資
料
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
皆
様
の
．
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
今
回
の
調
査
で
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
〕

嚢響醗藤

纏灘

難
欝
驚
疲
礎
雛
勲
継
饗
雛
懸
繍
轄
態
鍵
雛
鰹
轟
難
轟
篇
鶴
騰
難

麗

機
・
蓋
簾
轡
、
一
懸
磯
灘
纏
覆
局
嚢
穣
の
喬
馨
　
謹
露
顧

騨
響
漢
餐
遷
蒸
繋
鯵
．
、
撃
墓
華
薪
灘
澱
謬
憲
罫
。
藩
灘
騰
戴

、
．
鯉
騰
上
楼
な
轟
慶
壕
欝
藤
母
以
叢
し
て
礁
饗
葎
、
．
．
藩
懸
潔

先
藩
警
灘
釜
し
衷
驚
窮
入
菱
叢
餐
硝
ユ
カ
礎
書
．
困
，
箋
葺
、
藤

⑨
蒙
慈
髭
撫
諜
養
と
鱗
蝶
鵜
懸
挨
轟
毫
受
な
ゆ
髪
欝
籍
臓
．
讐
騰
・

塾
嚢
瀬
繕
，
鰹
、
・
欝
欝
．
描
鵬
薫
毒
藩
爆
轍
鍛
ズ
「
灘
識
薄
，

　
定
蓬
餐
厨
な
幾
書
、
、

臨
量
舞
懸
器
通
に
餐
鱒
努
潟

以
芝
建
尋
鞍
寒
灘
蓄
鉾

蓉
も
往
む
、
蒲
拷
な
鐙
鞭
巻
ど
鷺

　
ろ
も
な
い
人
廣
秘
灘
庵
蝋
．
日
獄
在
い

ぎ
場
所
を
ふ
だ
心
住
ん
で
瞳
る
嘗
斎

　
と
み
な
し
で
、
そ
こ
ぐ
編
査
し
紫
ナ
。

煙
例
欝
叢
書
巻
い
ご

慧
徽
墜
’
校
の
欝
嵐
合
、
γ
欝
・
饗
、
馨

看
審
墨
し
享
、

、
⑯
皇
畿
麟
誉
禽
延
謬
纏
総
騰
覆

．
綾
儀
讐
拶
“
襟
め
欝
馨
薦
薦
ぱ
畿
艇

灘
欝
盗
凝
雲
驚
藁
鵬
難
　
　
調
ガ

、
醗
藤
蕨
簾
振
薩
沃
の
収
攣
黎
麟
盤
鱗
．

飛
の
決
雲
っ
て
い
る
轟
及
び
少
卑
院

婦
無
捻
灘
院
Φ
映
容
養
鷹
．
．
歎
媛
映

容
先
で
擬
査
し
ま
艦
．

⑥
叢
鯵
・
、
－
，
。
難
鞭
、
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H
　
人
口
の
急
速
な
老
齢
化
の
進
行

　
欧
米
諸
国
に
比
較
し
、
急
テ
ン
ポ

で
進
行
し
て
い
る
老
齢
化
の
実
態
を

と
ら
え
る
中
で
、
高
齢
者
の
就
業
状

況
、
あ
る
い
は
老
人
世
帯
の
居
住
状

況
等
に
づ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

口
　
人
口
移
動
の
変
化

　
U
タ
ー
ン
、
J
タ
ー
ン
現
象
と
い

わ
れ
る
大
都
市
か
ら
地
方
都
市
へ
の

人
口
移
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。国

　
社
会
福
祉
諸
施
策
の
対
象
と
な

る
世
帯
に
つ
い
て

　
社
会
、
経
済
構
造
の
変
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
』

管
す

　
市
で
は
、
今
回
実
施
さ
れ
る
国
勢

調
査
十
日
町
市
人
口
予
想
を
次
の
要

領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
居
住
者
に
限
る

応
募
方
法
　
O
ゆ
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い

一
枚
に
一
点
の
み
記
入
す
る
こ
と
。

働
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
（
児
童
、
生
徒
は
学
校
、
学
年
）

を
明
記
す
る
こ
と

⑥
応
募
点
数
は
一
人
一
点
と
す
る
。

あ
て
先
　
〒
九
四
八
　
千
歳
町
三
丁

目
三
番
地
市
役
所
国
勢
調
査
実
施
本

部
十
月
一
日
締
切
（
消
印
有
効
）

賞
品
　
一
等
賞
（
七
千
円
相
当
の
記

念
品
）
二
等
賞
（
四
千
円
相
当
）
三

等
賞
（
二
千
円
相
当
）

参
考
　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
人
口

は
、
五
〇
、
二
一
一
人
。
五
十
五
年
八
月

一
日
の
推
計
人
口
四
九
、
七
一
三
人
。

人
口
の
産
業
、
職
業
構
成
の
変
化
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
母
子

世
帯
、
老
人
世
帯
な
ど
福
祉
諸
施
策

の
対
象
と
な
る
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

四
　
世
帯
数
の
伸
び
と
鈍
化
傾
向

　
住
宅
需
要
の
動
向
や
、
世
帯
単
位

の
物
や
お
金
、
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
な

ど
の
面
か
ら
分
析
や
予
想
を
し
ま

す
。国

　
　
「
一
九
八
O
年
世
界
人
口
住
宅

セ
ン
サ
ス
計
画
」
（
国
連
の
す
す
め
で

世
界
各
国
が
参
加
）
の
一
環
と
し
て

国
際
的
に
も
重
要
な
調
査
で
す
。

　南鐙坂
保坂久一さん

七
回
目
の
国
勢
調
査
員

　
二
十
三
歳
で
、
二
十
五
年
の
国
勢

調
査
の
調
査
員
に
な
っ
て
か
ら
今
年

で
七
回
目
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
五
年
の
時
に
始
め
て
常
在
地

主
義
か
ら
現
在
地
主
義
に
変
わ
っ
た

時
で
、
復
員
の
人
達
も
ほ
と
ん
ど
帰

っ
て
き
て
、
村
が
落
ち
着
い
た
頃
だ

っ
た
。
村
の
人
の
職
業
は
、
み
ん
な

農
業
で
、
そ
の
ほ
か
は
、
役
場
と
農

協
と
鉄
道
省
に
勤
め
て
い
た
人
と
、

店
屋
が
あ
っ
た
位
だ
っ
た
で
す
よ
。

　
今
は
新
し
い
仕
事
が
で
て
き
た
り
、

細
分
化
し
て
い
る
の
で
初
め
て
の
人

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に
は
な

か
っ
た
で
す
が
醤
油
を
こ
ぼ
さ
れ
た

り
、
赤
ん
坊
に
■
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
さ

れ
た
り
失
敗
談
を
聞
き
ま
す
が
、
何

と
い
っ
て
も
気
持
ち
よ
く
調
査
に
協

力
し
て
も
ら
う
の
が
何
よ
り
で
す
。

　学校町

湯沢澄子さん

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
を

　
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
住
宅
統
計
、

商
業
統
計
、
工
業
統
計
な
ど
の
調
査

員
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
勢
調
査

の
調
査
員
は
初
め
て
な
ん
で
す
。

　
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
十
日
町

で
す
か
ら
こ
の
辺
の
こ
と
は
良
く
わ

か
り
ま
す
し
、
町
内
の
人
達
と
は
、

皆
ん
な
顔
な
じ
み
で
す
か
ら
調
査
は

や
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

反
面
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
事
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
や
り
に
く
い

面
も
あ
り
ま
す
ね
。
調
査
員
の
心
が

け
と
し
て
秘
密
の
保
持
に
は
十
分
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
外
の
調
査
で
老
人
世
帯
を
訪
問
し

た
時
に
、
調
査
員
を
装
っ
た
訪
問
販

売
と
間
違
え
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま
す

が
、
国
勢
調
査
の
事
前
P
R
も
十
分

に
お
願
い
し
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　
市農業委員会（遠田金市会長）では、今年5月に、市内全農家を対象に農業就業改　　調査の概要　　　　　　：

善推進事業のひとつとして「農作業事故等に関する調査jを実施しました・　　　　　●調査時期　昭和55年5月　　　　：

　この調査は、農業の経営近代化にともない、農業機械の高性能、大型化による作業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●調査対象者　　　　　　　　　　，
事故等の実態を把握し、これからの参考にするために実施したものです。
調査の結果‘こつし、ては下記のようになりましたが、農作業による事故は年々増加傾　　　市内全農家　4・525戸　　　　　　：

向にあり、特にコンバイン、トラクターなどの比率が年々上昇しています。　　　　　●調査方法　　　　　　　　　　　：

　今後は・労働災害補償制度のP　Rとあわせて・加天促進に取り組むことになります　　　農事連絡員を通じ配布回収　　　：

ので・ご協力をお願いいたします・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●回収数と回収率　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回収数　3，449　回収率　76．2％
　　■過去5力年間の事故件数とケガの件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿～煽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■年次別事故発生状況

　54年は調査した5力年

間最高の43件となってい

る。これはコンバイン、

トラクタ論等大型機械の

普及が大きな要因になっ

ているものと思われる。

go
43

ω

29
馳 始

23

” 1与

10

鰍 50 51 砲 ‘53 弊

寡次

■ケガの程度

＞
㌔
　
伊

／1△．　・．嚇，、涯心

麹鰻拳疎　　　　☆☆蟻三

轟簿欝黙
難
．
・』誌欝レ

　事故発生率は、3．9％で年平均16．8件の

事故が発生している。

■事故が起きたときの作業■事故を起した時使用していた

　　　　　　　　　農機具は

　鞭繍

群轡韓「
　　「人多躍議

航
　
蕨

　　　　駕

鰻購1
懸蕊騰髪

織

穫
　ノ　　　　一　　　　置　　　努駕
　　　腰
　　　甑
　　　　冨　　　躊

　入院、通院を合わせて89．3％になって

おりケガの程度は重度化の傾向にある。

　移動中の発生率が高いのは、細く段差

のある畔道などでの事故が多いものと思

われる。（一ほ場整備の必要性。）

　耕転機の事故が多いのは、普及率が農

機具の中で1番高いのでその数字が表わ

れたもの。県全体ではコンバインによる

事故が48％を占めている。

癒
雛齢一

工
場
な
ど
喬
く
人
た

傑

羅
籔
ち
が
、
仕
事
中
に
事
警

罐
辱
．
起
し
た
場
合
は
、
そ
の
事

　
故
の
程
度
に
応
じ
、
い
ろ

磯
い
ろ
な
補
償
が
－
れ
て
い

　
　
　
　
ま
す
。

－
4’

“

’
く

刈
乃

ヌシ
ーぞ、

V赫り
ぎ

督ぼ
し

ぎ紙〆
盆

～二r
，

労災補償保険の加入状況
〆十日町 六箇 川治 中条 吉田 下条 水沢 計 構成比

加入している
3人 9人 4人 23人 69人 11人 45人 164 4．8

加入していない 258 118 348 794 493 569 705 3，285 95．2
計 261 127 352 817 562 580 750 3，449 100．0

　
農
家
の
人
達
に
も
、
こ

の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
昭
和
四
十
年
十
一
月

か
ら
労
災
保
険
に
「
特
別

加
入
」
と
し
て
加
入
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
耕
転
機
、
ト

　
　
　
　
ラ
ク
タ
ー
、
　
コ

　
　
　
　
ン
バ
イ
ン
、
動

　
　
　
　
力
草
刈
機
等
を

　
　
　
　
使
用
し
、
農
作

　
　
　
　
業
お
よ
び
移
動

　
　
　
　
中
に
ケ
ガ
を
し

　
　
　
　
た
場
合
、
そ
の

　
　
　
　
程
度
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
保
険
金
を
給
付

　
　
　
　
す
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
〔
上
の
表
を
参

　
　
　
　
考
に
し
て
…
〕

　
　
　
　
保
険
に
加
入
し

　
　
　
　
て
い
る
人
が
わ

　
　
　
　
ず
か
四
・
八
％

　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
は
P
R
不
足
も

　
　
　
　
あ
る
が
、
補
償

　
　
　
　
対
象
範
囲
が
限

　
　
　
　
ら
れ
て
い
た
た

　
　
　
　
め
加
入
し
に
く

　
　
　
　
か
っ
た
の
が
理

　
　
　
　
由
と
思
わ
れ
る
。



博
帖
o
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（4）とおガ辞お

臨
査

難
調

鎌
勢

錨
献
国

　
き
た
る
十
月
一
日
、

五
年
国
勢
調
査
」

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
昭
和
五
＋

　
　
　
　
　
　
が
全
国
い
っ
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
国
勢
調
査
は

わ
力
国
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
る
国
の
最

も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
そ
し
て
地

　
住
民
登
録
の
届
出
に
関
係
な

－
く
、
十
月
一
日
現
在
、
ふ
だ
ん

住
ん
で
い
る
人
（
ま
た
は
、
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ

る
人
）
す
べ
て
を
、
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
場
所
で
、
世
帯
単
位

に
調
査
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

城
社
会
に
於
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
進
め
る
う
え
で

大
切
な
資
料
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
皆
様
の
．
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
今
回
の
調
査
で
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
〕

嚢響醗藤

纏灘

難
欝
驚
疲
礎
雛
勲
継
饗
雛
懸
繍
轄
態
鍵
雛
鰹
轟
難
轟
篇
鶴
騰
難

麗

機
・
蓋
簾
轡
、
一
懸
磯
灘
纏
覆
局
嚢
穣
の
喬
馨
　
謹
露
顧

騨
響
漢
餐
遷
蒸
繋
鯵
．
、
撃
墓
華
薪
灘
澱
謬
憲
罫
。
藩
灘
騰
戴

、
．
鯉
騰
上
楼
な
轟
慶
壕
欝
藤
母
以
叢
し
て
礁
饗
葎
、
．
．
藩
懸
潔

先
藩
警
灘
釜
し
衷
驚
窮
入
菱
叢
餐
硝
ユ
カ
礎
書
．
困
，
箋
葺
、
藤

⑨
蒙
慈
髭
撫
諜
養
と
鱗
蝶
鵜
懸
挨
轟
毫
受
な
ゆ
髪
欝
籍
臓
．
讐
騰
・

塾
嚢
瀬
繕
，
鰹
、
・
欝
欝
．
描
鵬
薫
毒
藩
爆
轍
鍛
ズ
「
灘
識
薄
，

　
定
蓬
餐
厨
な
幾
書
、
、

臨
量
舞
懸
器
通
に
餐
鱒
努
潟

以
芝
建
尋
鞍
寒
灘
蓄
鉾

蓉
も
往
む
、
蒲
拷
な
鐙
鞭
巻
ど
鷺

　
ろ
も
な
い
人
廣
秘
灘
庵
蝋
．
日
獄
在
い

ぎ
場
所
を
ふ
だ
心
住
ん
で
瞳
る
嘗
斎

　
と
み
な
し
で
、
そ
こ
ぐ
編
査
し
紫
ナ
。

煙
例
欝
叢
書
巻
い
ご

慧
徽
墜
’
校
の
欝
嵐
合
、
γ
欝
・
饗
、
馨

看
審
墨
し
享
、

、
⑯
皇
畿
麟
誉
禽
延
謬
纏
総
騰
覆

．
綾
儀
讐
拶
“
襟
め
欝
馨
薦
薦
ぱ
畿
艇

灘
欝
盗
凝
雲
驚
藁
鵬
難
　
　
調
ガ

、
醗
藤
蕨
簾
振
薩
沃
の
収
攣
黎
麟
盤
鱗
．

飛
の
決
雲
っ
て
い
る
轟
及
び
少
卑
院

婦
無
捻
灘
院
Φ
映
容
養
鷹
．
．
歎
媛
映

容
先
で
擬
査
し
ま
艦
．

⑥
叢
鯵
・
、
－
，
。
難
鞭
、
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H
　
人
口
の
急
速
な
老
齢
化
の
進
行

　
欧
米
諸
国
に
比
較
し
、
急
テ
ン
ポ

で
進
行
し
て
い
る
老
齢
化
の
実
態
を

と
ら
え
る
中
で
、
高
齢
者
の
就
業
状

況
、
あ
る
い
は
老
人
世
帯
の
居
住
状

況
等
に
づ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

口
　
人
口
移
動
の
変
化

　
U
タ
ー
ン
、
J
タ
ー
ン
現
象
と
い

わ
れ
る
大
都
市
か
ら
地
方
都
市
へ
の

人
口
移
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。国

　
社
会
福
祉
諸
施
策
の
対
象
と
な

る
世
帯
に
つ
い
て

　
社
会
、
経
済
構
造
の
変
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
』

管
す

　
市
で
は
、
今
回
実
施
さ
れ
る
国
勢

調
査
十
日
町
市
人
口
予
想
を
次
の
要

領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
居
住
者
に
限
る

応
募
方
法
　
O
ゆ
官
製
ハ
ガ
キ
を
用
い

一
枚
に
一
点
の
み
記
入
す
る
こ
と
。

働
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
（
児
童
、
生
徒
は
学
校
、
学
年
）

を
明
記
す
る
こ
と

⑥
応
募
点
数
は
一
人
一
点
と
す
る
。

あ
て
先
　
〒
九
四
八
　
千
歳
町
三
丁

目
三
番
地
市
役
所
国
勢
調
査
実
施
本

部
十
月
一
日
締
切
（
消
印
有
効
）

賞
品
　
一
等
賞
（
七
千
円
相
当
の
記

念
品
）
二
等
賞
（
四
千
円
相
当
）
三

等
賞
（
二
千
円
相
当
）

参
考
　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
人
口

は
、
五
〇
、
二
一
一
人
。
五
十
五
年
八
月

一
日
の
推
計
人
口
四
九
、
七
一
三
人
。

人
口
の
産
業
、
職
業
構
成
の
変
化
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
母
子

世
帯
、
老
人
世
帯
な
ど
福
祉
諸
施
策

の
対
象
と
な
る
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

四
　
世
帯
数
の
伸
び
と
鈍
化
傾
向

　
住
宅
需
要
の
動
向
や
、
世
帯
単
位

の
物
や
お
金
、
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
な

ど
の
面
か
ら
分
析
や
予
想
を
し
ま

す
。国

　
　
「
一
九
八
O
年
世
界
人
口
住
宅

セ
ン
サ
ス
計
画
」
（
国
連
の
す
す
め
で

世
界
各
国
が
参
加
）
の
一
環
と
し
て

国
際
的
に
も
重
要
な
調
査
で
す
。

　南鐙坂
保坂久一さん

七
回
目
の
国
勢
調
査
員

　
二
十
三
歳
で
、
二
十
五
年
の
国
勢

調
査
の
調
査
員
に
な
っ
て
か
ら
今
年

で
七
回
目
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
五
年
の
時
に
始
め
て
常
在
地

主
義
か
ら
現
在
地
主
義
に
変
わ
っ
た

時
で
、
復
員
の
人
達
も
ほ
と
ん
ど
帰

っ
て
き
て
、
村
が
落
ち
着
い
た
頃
だ

っ
た
。
村
の
人
の
職
業
は
、
み
ん
な

農
業
で
、
そ
の
ほ
か
は
、
役
場
と
農

協
と
鉄
道
省
に
勤
め
て
い
た
人
と
、

店
屋
が
あ
っ
た
位
だ
っ
た
で
す
よ
。

　
今
は
新
し
い
仕
事
が
で
て
き
た
り
、

細
分
化
し
て
い
る
の
で
初
め
て
の
人

は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に
は
な

か
っ
た
で
す
が
醤
油
を
こ
ぼ
さ
れ
た

り
、
赤
ん
坊
に
■
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
さ

れ
た
り
失
敗
談
を
聞
き
ま
す
が
、
何

と
い
っ
て
も
気
持
ち
よ
く
調
査
に
協

力
し
て
も
ら
う
の
が
何
よ
り
で
す
。

　学校町

湯沢澄子さん

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
を

　
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
住
宅
統
計
、

商
業
統
計
、
工
業
統
計
な
ど
の
調
査

員
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
勢
調
査

の
調
査
員
は
初
め
て
な
ん
で
す
。

　
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
十
日
町

で
す
か
ら
こ
の
辺
の
こ
と
は
良
く
わ

か
り
ま
す
し
、
町
内
の
人
達
と
は
、

皆
ん
な
顔
な
じ
み
で
す
か
ら
調
査
は

や
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

反
面
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
事
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
や
り
に
く
い

面
も
あ
り
ま
す
ね
。
調
査
員
の
心
が

け
と
し
て
秘
密
の
保
持
に
は
十
分
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
外
の
調
査
で
老
人
世
帯
を
訪
問
し

た
時
に
、
調
査
員
を
装
っ
た
訪
問
販

売
と
間
違
え
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま
す

が
、
国
勢
調
査
の
事
前
P
R
も
十
分

に
お
願
い
し
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　
市農業委員会（遠田金市会長）では、今年5月に、市内全農家を対象に農業就業改　　調査の概要　　　　　　：

善推進事業のひとつとして「農作業事故等に関する調査jを実施しました・　　　　　●調査時期　昭和55年5月　　　　：

　この調査は、農業の経営近代化にともない、農業機械の高性能、大型化による作業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●調査対象者　　　　　　　　　　，
事故等の実態を把握し、これからの参考にするために実施したものです。
調査の結果‘こつし、ては下記のようになりましたが、農作業による事故は年々増加傾　　　市内全農家　4・525戸　　　　　　：

向にあり、特にコンバイン、トラクターなどの比率が年々上昇しています。　　　　　●調査方法　　　　　　　　　　　：

　今後は・労働災害補償制度のP　Rとあわせて・加天促進に取り組むことになります　　　農事連絡員を通じ配布回収　　　：

ので・ご協力をお願いいたします・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●回収数と回収率　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回収数　3，449　回収率　76．2％
　　■過去5力年間の事故件数とケガの件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿～煽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■年次別事故発生状況

　54年は調査した5力年

間最高の43件となってい

る。これはコンバイン、

トラクタ論等大型機械の

普及が大きな要因になっ

ているものと思われる。

go
43

ω

29
馳 始

23

” 1与

10

鰍 50 51 砲 ‘53 弊

寡次

■ケガの程度

＞
㌔
　
伊

／1△．　・．嚇，、涯心

麹鰻拳疎　　　　☆☆蟻三

轟簿欝黙
難
．
・』誌欝レ

　事故発生率は、3．9％で年平均16．8件の

事故が発生している。

■事故が起きたときの作業■事故を起した時使用していた

　　　　　　　　　農機具は

　鞭繍

群轡韓「
　　「人多躍議

航
　
蕨

　　　　駕

鰻購1
懸蕊騰髪

織

穫
　ノ　　　　一　　　　置　　　努駕
　　　腰
　　　甑
　　　　冨　　　躊

　入院、通院を合わせて89．3％になって

おりケガの程度は重度化の傾向にある。

　移動中の発生率が高いのは、細く段差

のある畔道などでの事故が多いものと思

われる。（一ほ場整備の必要性。）

　耕転機の事故が多いのは、普及率が農

機具の中で1番高いのでその数字が表わ

れたもの。県全体ではコンバインによる

事故が48％を占めている。

癒
雛齢一

工
場
な
ど
喬
く
人
た

傑

羅
籔
ち
が
、
仕
事
中
に
事
警

罐
辱
．
起
し
た
場
合
は
、
そ
の
事

　
故
の
程
度
に
応
じ
、
い
ろ

磯
い
ろ
な
補
償
が
－
れ
て
い

　
　
　
　
ま
す
。

－
4’

“

’
く

刈
乃

ヌシ
ーぞ、

V赫り
ぎ

督ぼ
し

ぎ紙〆
盆

～二r
，

労災補償保険の加入状況
〆十日町 六箇 川治 中条 吉田 下条 水沢 計 構成比

加入している
3人 9人 4人 23人 69人 11人 45人 164 4．8

加入していない 258 118 348 794 493 569 705 3，285 95．2
計 261 127 352 817 562 580 750 3，449 100．0

　
農
家
の
人
達
に
も
、
こ

の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
昭
和
四
十
年
十
一
月

か
ら
労
災
保
険
に
「
特
別

加
入
」
と
し
て
加
入
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
　
耕
転
機
、
ト

　
　
　
　
ラ
ク
タ
ー
、
　
コ

　
　
　
　
ン
バ
イ
ン
、
動

　
　
　
　
力
草
刈
機
等
を

　
　
　
　
使
用
し
、
農
作

　
　
　
　
業
お
よ
び
移
動

　
　
　
　
中
に
ケ
ガ
を
し

　
　
　
　
た
場
合
、
そ
の

　
　
　
　
程
度
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
保
険
金
を
給
付

　
　
　
　
す
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
〔
上
の
表
を
参

　
　
　
　
考
に
し
て
…
〕

　
　
　
　
保
険
に
加
入
し

　
　
　
　
て
い
る
人
が
わ

　
　
　
　
ず
か
四
・
八
％

　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
　
　
は
P
R
不
足
も

　
　
　
　
あ
る
が
、
補
償

　
　
　
　
対
象
範
囲
が
限

　
　
　
　
ら
れ
て
い
た
た

　
　
　
　
め
加
入
し
に
く

　
　
　
　
か
っ
た
の
が
理

　
　
　
　
由
と
思
わ
れ
る
。



略
鯛
偽

（6）とお』が夢㌻

　
建
設
、
厚
生
両
省
主
唱
に
よ
る
、
「
第
二
十
回
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

が
九
月
十
日
を
中
心
と
し
て
、
約
一
週
間
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
河
川
や
湖
沼
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
す
と
共
に
、
市
民
に
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
で
す
。

　
日
本
の
普
及
率
は
三
〇
暮
、
新
潟
県
は
七
欝
、
十
日
町
市
で
は
、
五

十
八
年
度
に
第
一
期
工
事
完
了
後
、
約
二
十
餌
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
促
進
デ
；
に
あ
た
り
、

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
っ
て

　
　
　
何
ん
だ
ろ
う

下
水
道
の
役
割
や
効
能
に
つ
い
て
、
あ
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川
の
汚
濁
防
止
、
ω
環
境
衛
生
の
向

上
、
⑥
し
尿
の
衛
生
的
処
理
、
ゆ
雨

水
の
排
除
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
河
川
の
汚
濁
防
止
」
で
は
、
市
内
に

も
昔
は
魚
が
沢
山
棲
ん
で
い
た
の
に

今
は
魚
の
影
も
見
れ
な
く
な
っ
た
河

川
が
何
本
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

河
川
も
、
下
水
道
が
、
汚
な
い
水
を

下
水
管
に
集
め
て
運
び
、
処
理
場
で

き
れ
い
に
し
ま
す
の
で
川
の
水
も
き

れ
い
に
な
り
、
魚
も
棲
め
る
よ
う
に

な
コ
ま
す
。
　
「
環
境
衛
生
の
向
上
」

で
は
、
家
庭
の
台
所
、
風
呂
場
、
洗

面
所
や
工
場
か
ら
出
さ
れ
た
汚
な
い

水
が
、
住
宅
の
ま
わ
り
に
た
ま
る
と

ハ
エ
や
，
カ
な
ど
が
発
生
し
た
り
、
い

や
な
臭
い
が
す
る
原
因
に
な
り
ま
す

が
、
下
水
道
の
建
設
に
よ
っ
て
快
適

で
衛
生
的
な
生
活
が
送
れ
ま
す
．

　
「
し
尿
の
衛
生
的
処
理
」
で
は
、
市

内
の
便
所
は
、
ま
だ
バ
キ
ュ
ー
ム
カ

ー
に
よ
る
く
み
取
り
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
水
洗
式
に
す
る
こ
と
が
で
き

冬
期
間
の
く
み
取
り
の
心
配
も
な
く

な
り
ま
す
。

下
水
道
が
き
れ
い
に

　
　
な
る
ま
で

　
私
達
が
家
庭
や
工
場
で
使
っ
た
よ

ご
れ
た
水
は
、
道
路
の
下
に
埋
め
ら

れ
た
下
水
管
を
通
り
、
終
末
処
理
場

（
下
島
に
建
設
中
）
に
運
ば
れ
ま
す
。

　
終
末
処
理
場
で
は
…

①
沈
砂
池
…
下
水
管
か
ら
流
入
し
て

き
た
汚
水
を
、
ゆ
る
や
か
に
流
し
て

土
砂
類
を
沈
め
た
の
ち
ポ
ン
プ
で
最

初
沈
殿
池
へ
送
り
ま
す
。

②
最
初
沈
殿
池
…
沈
砂
池
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
汚
水
の
一
部
を
こ
の
池
に

貯
留
し
た
り
、
比
較
的
大
き
な
浮
遊

物
を
取
り
除
い
た
り
し
ま
す
。

③
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
…
汚
水

に
活
性
汚
泥
（
好
気
性
微
生
物
を
多

量
に
含
ん
だ
ド
ロ
）
を
加
え
、
空
気

を
吹
き
込
ん
で
ば
っ
気
し
ま
す
．
こ

の
間
に
微
生
物
は
水
中
の
汚
物
を
食

物
と
し
て
繁
殖
し
、
沈
殿
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

④
最
終
沈
殿
池
ー
沈
殿
し
や
す
く
な

っ
た
活
性
汚
泥
は
池
の
底
に
沈
み
、

有
機
物
の
約
九
十
幹
は
取
り
除
か
れ
、

汚
水
は
、
か
な
り
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。

⑤
塩
素
接
触
タ
ン
ク
…
最
終
沈
殿
池
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
上
澄
み
水
に
は
、

ま
だ
大
腸
菌
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
池
で
塩
素
を
注
入
し

消
毒
し
て
か
ら
放
流
し
ま
す
。

⑥
汚
泥
処
理
…
最
初
沈
殿
池
や
最
終

沈
殿
池
で
沈
め
ら
れ
た
汚
れ
の
か
た

ま
り
を
汚
泥
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

汚
泥
は
、
多
量
の
水
分
を
含
ん
で
い

ま
す
の
で
、
濃
縮
タ
ン
ク
に
集
め
ら

れ
て
水
分
を
減
ら
し
た
り
、
有
機
物

を
分
解
し
、
脱
水
機
に
か
け
て
水
を

し
ぼ
り
と
り
、
焼
却
し
た
り
、
埋
立

て
や
肥
料
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
農

地
等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
生
活
が
向
上
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
家
庭
や
工
場
や
事
業
所
で

使
う
水
の
量
が
飛
躍
的
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
使
わ
れ
る
水
の
量
に
比

例
し
て
、
生
活
排
水
や
工
場
排
水
も

増
加
し
、
そ
の
汚
れ
た
排
水
が
自
然

の
浄
化
能
力
以
上
に
自
然
界
に
放
出

さ
れ
る
と
環
境
破
壊
が
起
り
、
こ
の

美
し
い
十
日
町
の
生
活
環
境
も
守
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
十
日
町
市
の
生
●
活
環
境
を
守
る

た
め
に
生
活
排
水
や
工
場
排
水
を
下

水
道
管
渠
で
終
末
処
理
場
に
集
め
、

科
学
的
に
処
理
し
、
自
然
界
の
水
循

環
サ
イ
ク
ル
に
返
し
て
や
る
の
が
下

水
道
の
役
目
な
の
で
す
。

下
水
道
の
役
割

下
水
道
事
業
の
目
的
に
は
、

ω
河

醜
〔

汚
水
流
入

奪

↓

最
初
沈
殿
池
一
甥
一

．
．
≦
幽

捌埼

汚
泥
濃
縮
タ
ン
ク

最
終
沈
殿
池

　　　塩
　　　素
　　　接
　　　触
　　　　タ

　　　　渉

擁
「

放
　
流

→

　
　
　
ク

ロ
リ
　
　
ン

　
　
「○

瀞

－
肇
四
泥

　
　
　
汚

ー　
　
　
　
　
　
衡
↑

　
　
　
　
　
　
　
搬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

下
水
道
の

　
　
　
普
　
及
　
率

　
日
本
で
下
水
道
を
使
っ
て
い
る
人

は
四
人
に
一
人
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や

西
ド
イ
ッ
で
は
四
分
の
三
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
下
水
道

を
使
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど

で
は
、
こ
こ
ま
で
普
及
す
る
の
に
百

五
十
年
か
か
っ
た
の
に
、
日
本
で
は

各
地
に
広
ま
り
始
め
た
の
は
、
二
十

年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
新
潟
県
の
普

及
率
は
、
わ
ず
か
七
督
で
、
最
も
普

及
し
て
い
る
見
附
市
で
三
十
七
・
七

幹
、
長
岡
市
が
二
十
五
督
、
新
潟
市

が
十
五
新
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
第
一
期
工
事
の

終
わ
る
五
十
八
年
度
で
二
十
簿
、
六

十
五
年
度
に
は
、
七
十
二
暫
の
普
及

率
に
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
・

す
。

標
語
、
図
画
、

あ
ホ
興
翁
ー
募
集

　
　
－
全
国
唖
道
促
進
デ
ー
f

　
日
本
下
水
道
協
会
な
ど
で
は
、
下

水
道
促
進
デ
ー
を
盛
り
あ
げ
、
下
水

道
に
関
心
を
深
め
、
下
水
道
の
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
左
記

の
要
領
で
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
▼
標
語
の
部
▲

●
テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

●
応
募
資
格
及
び
方
法
　
資
格
制
限

　
は
な
く
、
葉
書
一
枚
に
二
編
以
内

●
賞
　
特
選
一
点
、
準
特
選
一
点
、

　
入
選
三
点

　
▼
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
▲

●
テ
ー
マ
　
下
水
道
の
建
設
促
進
、

　
管
理
運
営
に
関
す
る
も
の
。

●
応
募
資
格
　
小
、
中
学
生
に
限
る

●
大
き
さ
　
B
4
～
A
2
判
以
内
、

　
　
「
九
月
十
日
、
全
国
下
水
道
促
進

　
デ
i
」
の
文
字
を
入
れ
る
。

●
賞
　
特
選
一
点
、
入
選
三
点

　
　
▼
作
文
の
部
▲

●
テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

●
応
募
資
格
　
小
、
中
学
生
に
限
る

　
小
学
生
…
千
～
千
六
百
字
以
内

　
中
学
生
…
千
六
百
～
二
千
字
以
内

●
賞
　
特
選
一
点
、
入
選
三
点

締
切
り
　
十
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
千
代
田
区
九
段
南
四
ー
八

　
－
九
、
日
本
水
道
新
聞
社
企
画
部

　
下
水
道
促
進
デ
ー
懸
賞
募
集
係

発
表
　
十
一
月
中
旬

　
詳
細
は
市
下
水
道
課
へ
。
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欝

響
識
樽
ー

　　‘講’　　　　　　　　、い駕趣甕灘継　，　ド　識網“　｝

耀激蝉懸　．　　，？　　
　むヤ　ギ　エ

欝饗．綴

鰭織鰯羅錘
築灘熱一1…、「・、．㌻

繋，・．1
翼i鱗壽麗鎌「「鞭
　　　　　建設が進む終末処理場（下島）

下
水
道
建
設
の
た
め
、
基
本
計
画
を

策
定
し
、
そ
の
後
、
四
十
九
年
に
下

水
道
準
備
室
を
発
足
さ
せ
、
五
十
年

三
月
に
事
業
認
可
を
受
け
、
旧
市
街

地
を
中
心
に
、
処
理
面
積
首
四
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
第
一
期
計
画
と
し
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
体
計
画

　
下
水
道
事
業
の
全
体
計
画
で
は
、

昭
和
六
十
五
年
を
目
標
に
、
七
百
二

十
五
診
、
三
万
六
千
人
を
対
象
に
計

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
処
理
区
域
を
、

中
央
第
一
、
第
二
、
新
座
、
大
井
田
、

川
治
の
五
処
理
区
に
分
け
て
計
画
的

に
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

　市民生活や産業活動の進展にともなって、市道認定を希望される道

路の数も増え内容も多様化し受きています．そこで、市では、時代

に即応する市道路網を確立するために、9月から市道認定基準をつ

ぎのとおり内容を改正することにしました。

　今後認定申請される場合は所定の申請書を建設課用地係（台7－

3111番内線254）に提出してください．

　　基準の要旨
■一般的条件

　O住宅地では、その基幹的道路であって、起点または終点が国県

　　市道のいずれかに接続し、その沿線におおむね60％以上家屋が

　　建築されている。

　○小集落、交通流通施設、公益的施設、生産施設、観光地、国県

　　道または市道（1級・2級）などの相互間を連絡する道路。

　○以上のいずれかに準じ、特に市長が必要と認めた道路．

■道路構造の条件

　O幅員は4，0㍍以上（図1、2参照）もしくは建築基準法第42条第

　　1項第5号（知事指定道路）に規定する基準以上（図3参照）

　　であること。

　O延長はおおむね50㍍以上

　○原則として側溝が整備されており、交通の支障がないものであ

　　ること。

　○曲線半径が著しく短かくないものであること。

　○縦断勾配が著しく急でないものであること。

■道路用地の条件

　○道路敷地内の私有地については、全て市に無償譲渡されるもの

　　であること。

　道路敷地幅は例図参照。

　○無償譲渡物件に低当権などの債務負担がないこと。

　○分筆及び相続登記（現存者に名儀変更）が完了していること．

　O現地の境界が明確であり、市が現物支給する境界杭を地元関係

　者が埋設すること。

す
。

第
　
期
計
画

　
　
第
一
期
計
画
で
は
、
最
も
市
街
化

　
　
の
進
ん
で
い
る
本
町
通
り
を
中
心
に

　
中
沢
川
、
田
川
な
ど
の
公
共
用
水
域

　
　
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
信
濃
川
の

　
水
質
基
準
を
守
る
た
め
に
、
そ
の
区

　
域
を
、
南
は
川
治
川
、
北
は
田
川
、

　
西
は
飯
山
線
、
東
は
市
街
地
境
で
囲

　
ま
れ
た
百
四
十
八
診
を
対
象
に
し
て

　
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
第
一
期
区
域
で
は
、
す
で
に
本
管

　
の
布
設
工
事
は
終
了
し
、
枝
線
工
事

　
で
は
、
西
浦
町
、
稲
荷
町
、
千
歳
町

　
な
ど
五
十
暫
の
工
事
が
終
り
、
本
町

　
通
り
、
駅
通
り
、
若
宮
町
付
近
な
ど

　
の
工
事
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
終
末
処
理
場
は
、
昨
年
か
ら
工
事

　
が
始
ま
り
、
五
十
八
年
度
に
完
成
し
、

　
下
水
処
理
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

疋
き

重路赦地橋
一幅像4，0厭以上憶興4，0厭以上 へい箕

＼
，一　導

図①
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＼　　）掌過鵡上劇着

　　　　　道踏敷地幅
　　　　　幅員40帆以上一
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略
鯛
偽

（6）とお』が夢㌻

　
建
設
、
厚
生
両
省
主
唱
に
よ
る
、
「
第
二
十
回
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

が
九
月
十
日
を
中
心
と
し
て
、
約
一
週
間
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
河
川
や
湖
沼
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
す
と
共
に
、
市
民
に
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
で
す
。

　
日
本
の
普
及
率
は
三
〇
暮
、
新
潟
県
は
七
欝
、
十
日
町
市
で
は
、
五

十
八
年
度
に
第
一
期
工
事
完
了
後
、
約
二
十
餌
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
促
進
デ
；
に
あ
た
り
、

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
っ
て

　
　
　
何
ん
だ
ろ
う

下
水
道
の
役
割
や
効
能
に
つ
い
て
、
あ

第3種郵便物認可）昭和55年9月10日

川
の
汚
濁
防
止
、
ω
環
境
衛
生
の
向

上
、
⑥
し
尿
の
衛
生
的
処
理
、
ゆ
雨

水
の
排
除
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
河
川
の
汚
濁
防
止
」
で
は
、
市
内
に

も
昔
は
魚
が
沢
山
棲
ん
で
い
た
の
に

今
は
魚
の
影
も
見
れ
な
く
な
っ
た
河

川
が
何
本
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

河
川
も
、
下
水
道
が
、
汚
な
い
水
を

下
水
管
に
集
め
て
運
び
、
処
理
場
で

き
れ
い
に
し
ま
す
の
で
川
の
水
も
き

れ
い
に
な
り
、
魚
も
棲
め
る
よ
う
に

な
コ
ま
す
。
　
「
環
境
衛
生
の
向
上
」

で
は
、
家
庭
の
台
所
、
風
呂
場
、
洗

面
所
や
工
場
か
ら
出
さ
れ
た
汚
な
い

水
が
、
住
宅
の
ま
わ
り
に
た
ま
る
と

ハ
エ
や
，
カ
な
ど
が
発
生
し
た
り
、
い

や
な
臭
い
が
す
る
原
因
に
な
り
ま
す

が
、
下
水
道
の
建
設
に
よ
っ
て
快
適

で
衛
生
的
な
生
活
が
送
れ
ま
す
．

　
「
し
尿
の
衛
生
的
処
理
」
で
は
、
市

内
の
便
所
は
、
ま
だ
バ
キ
ュ
ー
ム
カ

ー
に
よ
る
く
み
取
り
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
水
洗
式
に
す
る
こ
と
が
で
き

冬
期
間
の
く
み
取
り
の
心
配
も
な
く

な
り
ま
す
。

下
水
道
が
き
れ
い
に

　
　
な
る
ま
で

　
私
達
が
家
庭
や
工
場
で
使
っ
た
よ

ご
れ
た
水
は
、
道
路
の
下
に
埋
め
ら

れ
た
下
水
管
を
通
り
、
終
末
処
理
場

（
下
島
に
建
設
中
）
に
運
ば
れ
ま
す
。

　
終
末
処
理
場
で
は
…

①
沈
砂
池
…
下
水
管
か
ら
流
入
し
て

き
た
汚
水
を
、
ゆ
る
や
か
に
流
し
て

土
砂
類
を
沈
め
た
の
ち
ポ
ン
プ
で
最

初
沈
殿
池
へ
送
り
ま
す
。

②
最
初
沈
殿
池
…
沈
砂
池
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
汚
水
の
一
部
を
こ
の
池
に

貯
留
し
た
り
、
比
較
的
大
き
な
浮
遊

物
を
取
り
除
い
た
り
し
ま
す
。

③
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
…
汚
水

に
活
性
汚
泥
（
好
気
性
微
生
物
を
多

量
に
含
ん
だ
ド
ロ
）
を
加
え
、
空
気

を
吹
き
込
ん
で
ば
っ
気
し
ま
す
．
こ

の
間
に
微
生
物
は
水
中
の
汚
物
を
食

物
と
し
て
繁
殖
し
、
沈
殿
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

④
最
終
沈
殿
池
ー
沈
殿
し
や
す
く
な

っ
た
活
性
汚
泥
は
池
の
底
に
沈
み
、

有
機
物
の
約
九
十
幹
は
取
り
除
か
れ
、

汚
水
は
、
か
な
り
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。

⑤
塩
素
接
触
タ
ン
ク
…
最
終
沈
殿
池
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
上
澄
み
水
に
は
、

ま
だ
大
腸
菌
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
池
で
塩
素
を
注
入
し

消
毒
し
て
か
ら
放
流
し
ま
す
。

⑥
汚
泥
処
理
…
最
初
沈
殿
池
や
最
終

沈
殿
池
で
沈
め
ら
れ
た
汚
れ
の
か
た

ま
り
を
汚
泥
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

汚
泥
は
、
多
量
の
水
分
を
含
ん
で
い

ま
す
の
で
、
濃
縮
タ
ン
ク
に
集
め
ら

れ
て
水
分
を
減
ら
し
た
り
、
有
機
物

を
分
解
し
、
脱
水
機
に
か
け
て
水
を

し
ぼ
り
と
り
、
焼
却
し
た
り
、
埋
立

て
や
肥
料
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
農

地
等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
生
活
が
向
上
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
家
庭
や
工
場
や
事
業
所
で

使
う
水
の
量
が
飛
躍
的
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
使
わ
れ
る
水
の
量
に
比

例
し
て
、
生
活
排
水
や
工
場
排
水
も

増
加
し
、
そ
の
汚
れ
た
排
水
が
自
然

の
浄
化
能
力
以
上
に
自
然
界
に
放
出

さ
れ
る
と
環
境
破
壊
が
起
り
、
こ
の

美
し
い
十
日
町
の
生
活
環
境
も
守
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
十
日
町
市
の
生
●
活
環
境
を
守
る

た
め
に
生
活
排
水
や
工
場
排
水
を
下

水
道
管
渠
で
終
末
処
理
場
に
集
め
、

科
学
的
に
処
理
し
、
自
然
界
の
水
循

環
サ
イ
ク
ル
に
返
し
て
や
る
の
が
下

水
道
の
役
目
な
の
で
す
。

下
水
道
の
役
割

下
水
道
事
業
の
目
的
に
は
、

ω
河

醜
〔

汚
水
流
入

奪
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一
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．
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衡
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出

下
水
道
の

　
　
　
普
　
及
　
率

　
日
本
で
下
水
道
を
使
っ
て
い
る
人

は
四
人
に
一
人
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や

西
ド
イ
ッ
で
は
四
分
の
三
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
下
水
道

を
使
っ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど

で
は
、
こ
こ
ま
で
普
及
す
る
の
に
百

五
十
年
か
か
っ
た
の
に
、
日
本
で
は

各
地
に
広
ま
り
始
め
た
の
は
、
二
十

年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
新
潟
県
の
普

及
率
は
、
わ
ず
か
七
督
で
、
最
も
普

及
し
て
い
る
見
附
市
で
三
十
七
・
七

幹
、
長
岡
市
が
二
十
五
督
、
新
潟
市

が
十
五
新
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
第
一
期
工
事
の

終
わ
る
五
十
八
年
度
で
二
十
簿
、
六

十
五
年
度
に
は
、
七
十
二
暫
の
普
及

率
に
な
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
・

す
。

標
語
、
図
画
、

あ
ホ
興
翁
ー
募
集

　
　
－
全
国
唖
道
促
進
デ
ー
f

　
日
本
下
水
道
協
会
な
ど
で
は
、
下

水
道
促
進
デ
ー
を
盛
り
あ
げ
、
下
水

道
に
関
心
を
深
め
、
下
水
道
の
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
左
記

の
要
領
で
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
▼
標
語
の
部
▲

●
テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

●
応
募
資
格
及
び
方
法
　
資
格
制
限

　
は
な
く
、
葉
書
一
枚
に
二
編
以
内

●
賞
　
特
選
一
点
、
準
特
選
一
点
、

　
入
選
三
点

　
▼
図
画
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
▲

●
テ
ー
マ
　
下
水
道
の
建
設
促
進
、

　
管
理
運
営
に
関
す
る
も
の
。

●
応
募
資
格
　
小
、
中
学
生
に
限
る

●
大
き
さ
　
B
4
～
A
2
判
以
内
、

　
　
「
九
月
十
日
、
全
国
下
水
道
促
進

　
デ
i
」
の
文
字
を
入
れ
る
。

●
賞
　
特
選
一
点
、
入
選
三
点

　
　
▼
作
文
の
部
▲

●
テ
ー
マ
　
下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

●
応
募
資
格
　
小
、
中
学
生
に
限
る

　
小
学
生
…
千
～
千
六
百
字
以
内

　
中
学
生
…
千
六
百
～
二
千
字
以
内

●
賞
　
特
選
一
点
、
入
選
三
点

締
切
り
　
十
月
二
十
日
（
消
印
有
効
）

送
り
先
　
千
代
田
区
九
段
南
四
ー
八

　
－
九
、
日
本
水
道
新
聞
社
企
画
部

　
下
水
道
促
進
デ
ー
懸
賞
募
集
係

発
表
　
十
一
月
中
旬

　
詳
細
は
市
下
水
道
課
へ
。
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　　　　　建設が進む終末処理場（下島）

下
水
道
建
設
の
た
め
、
基
本
計
画
を

策
定
し
、
そ
の
後
、
四
十
九
年
に
下

水
道
準
備
室
を
発
足
さ
せ
、
五
十
年

三
月
に
事
業
認
可
を
受
け
、
旧
市
街

地
を
中
心
に
、
処
理
面
積
首
四
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
第
一
期
計
画
と
し
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
体
計
画

　
下
水
道
事
業
の
全
体
計
画
で
は
、

昭
和
六
十
五
年
を
目
標
に
、
七
百
二

十
五
診
、
三
万
六
千
人
を
対
象
に
計

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
処
理
区
域
を
、

中
央
第
一
、
第
二
、
新
座
、
大
井
田
、

川
治
の
五
処
理
区
に
分
け
て
計
画
的

に
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

　市民生活や産業活動の進展にともなって、市道認定を希望される道

路の数も増え内容も多様化し受きています．そこで、市では、時代

に即応する市道路網を確立するために、9月から市道認定基準をつ

ぎのとおり内容を改正することにしました。

　今後認定申請される場合は所定の申請書を建設課用地係（台7－

3111番内線254）に提出してください．

　　基準の要旨
■一般的条件

　O住宅地では、その基幹的道路であって、起点または終点が国県

　　市道のいずれかに接続し、その沿線におおむね60％以上家屋が

　　建築されている。

　○小集落、交通流通施設、公益的施設、生産施設、観光地、国県

　　道または市道（1級・2級）などの相互間を連絡する道路。

　○以上のいずれかに準じ、特に市長が必要と認めた道路．

■道路構造の条件

　O幅員は4，0㍍以上（図1、2参照）もしくは建築基準法第42条第

　　1項第5号（知事指定道路）に規定する基準以上（図3参照）

　　であること。

　O延長はおおむね50㍍以上

　○原則として側溝が整備されており、交通の支障がないものであ

　　ること。

　○曲線半径が著しく短かくないものであること。

　○縦断勾配が著しく急でないものであること。

■道路用地の条件

　○道路敷地内の私有地については、全て市に無償譲渡されるもの

　　であること。

　道路敷地幅は例図参照。

　○無償譲渡物件に低当権などの債務負担がないこと。

　○分筆及び相続登記（現存者に名儀変更）が完了していること．

　O現地の境界が明確であり、市が現物支給する境界杭を地元関係

　者が埋設すること。

す
。

第
　
期
計
画

　
　
第
一
期
計
画
で
は
、
最
も
市
街
化

　
　
の
進
ん
で
い
る
本
町
通
り
を
中
心
に

　
中
沢
川
、
田
川
な
ど
の
公
共
用
水
域

　
　
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
信
濃
川
の

　
水
質
基
準
を
守
る
た
め
に
、
そ
の
区

　
域
を
、
南
は
川
治
川
、
北
は
田
川
、

　
西
は
飯
山
線
、
東
は
市
街
地
境
で
囲

　
ま
れ
た
百
四
十
八
診
を
対
象
に
し
て

　
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
第
一
期
区
域
で
は
、
す
で
に
本
管

　
の
布
設
工
事
は
終
了
し
、
枝
線
工
事

　
で
は
、
西
浦
町
、
稲
荷
町
、
千
歳
町

　
な
ど
五
十
暫
の
工
事
が
終
り
、
本
町

　
通
り
、
駅
通
り
、
若
宮
町
付
近
な
ど

　
の
工
事
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
終
末
処
理
場
は
、
昨
年
か
ら
工
事

　
が
始
ま
り
、
五
十
八
年
度
に
完
成
し
、

　
下
水
処
理
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

疋
き
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地
域
集
会
施
設
の
助
威
制
疫
、

・
来
年
度
串
請
分
を
受
付
ヰ
辺

　
　
　
　
　
　
　
ー
m
月
訂
日
ま
で
津

　
今
年
度
か
ら
実
施
し
た
「
地
域
集

会
施
設
建
設
費
等
助
成
事
業
」
は
、

予
想
を
上
回
る
希
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
市
の
単
独
事
業
で

地
域
の
集
会
施
設
の
建
設
費
に
市
が

助
成
（
補
助
・
融
資
）
を
し
て
、
地

域
住
民
の
融
和
と
連
帯
意
識
の
高
揚

と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
補
助
金
交
付
の

　
　
　
対
象
と
交
付
額

交
付
対
象
事
業
…
集
会
施
設
の
新
築

　
新
築
に
準
ず
る
改
築
ま
た
は
購
入

交
付
額
の
基
準

　
①
補
助
率
は
、
補
助
事
業
費
の
百

分
の
三
ヤ
五

　
②
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

　
っ
四
十
戸
未
満
　
一
千
万
円

＠
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
　
千
二

　
　
百
万
円

　
の
百
戸
以
上
　
千
三
百
万
円

③
補
助
対
象
建
築
単
価
　
一
平
方

　
メ
ー
ト
ル
当
た
り
八
万
円
以
内

④
補
助
事
業
費
と
は

ω
建
築
本
工
事
費

＠
建
築
本
工
事
の
付
帯
工
事
費

　
　
（
電
気
、
給
排
水
、
衛
生
、
防

　
　
　
火
な
ど
の
各
設
備
工
事
）

　
⑭
購
入
す
る
場
合
は
購
入
代
金

★
以
上
の
補
助
金
制
度
の
ほ
か
に
、

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
申
込
み
は

申
込
期
限
…
…
昭
和
五
十
五
年
十
月

三
十
一
β
囲
ま
で
と
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
－
…
市
総
務

部
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三

二
一
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

’小≠

ヤ規｝i

亭
。

むく旗

＃土．
薙地地「》

諏基篭
“良盤嚢
・事整漢

隷．V鼻

莚講

　　・沁

　
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
8
七
－

三
一
　
一
番
内
線
二
六
五
）
で
は
、

来
年
度
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
・
土

地
改
良
事
業
の
市
費
補
助
に
つ
い
て

各
農
事
連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
、

申
請
書
の
提
出
の
ご
案
内
を
し
ま
し

た
が
　
提
出
期
限
は
、
九
月
三
十
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
、
期
限
を
厳
守
し
て
提
出
く

だ
さ
　
　
な
お
こ
の
制
度
は
、
県
単
・

団
体
営
の
採
択
と
重
複
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

移
動
賓
長
島
窒
召

％
〔
於
吉
田
●
蘂
馨
セ
ン
タ
↓

　
　
　
　
　
　
1
十
三
組
七
十
三
人
1

診
療
所
の
再
設
置
を

太
田
ミ
イ
さ
ん
（
北
鐙
坂
）

　
吉
田
地
区
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
り

っ
ぱ
な
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
ま
た
診
療
所
の
設

置
を
考
え
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

　
　
市
全
体
の
問
題
と
し
て
、
医

師
の
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
状
況
な

の
で
、
今
の
段
階
と
し
て
は
非
常
に

困
難
で
す
。

　
現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
完
成
を
ま
っ
て
、

各
地
域
の
医
療
問
題
を
将
来
的
に
見

直
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

吉
田
北
部
地
区
の

　
集
落
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
林
　
　
正
　
さ
ん
（
小
泉
）

　
わ
た
し
た
ち
の
地
区
で
は
、
第
一

次
農
業
改
善
事
業
に
よ
り
農
業
基
盤

の
整
備
が
終
了
し
、
今
後
は
よ
り
良

い
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に
、
制
度

事
業
の
基
準
や
内
容
な
ど
、
メ
ニ
ュ

ー
を
明
示
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
集
落
の
生
活
環
境
整
備
の
た

め
に
は
、
下
水
道
、
農
道
、
林
務
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
い
ろ
ん
な
制
度

事
業
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
総

合
的
な
開
発
計
画
を
た
て
る
と
き
、

む
ず
か
し
さ
も
あ
る
が
、
地
元
の
皆

さ
ん
た
ち

と
相
談
し

な
が
ら
、

お
互
い
に

研
究
し
て
ゆ
　
六
し

　
道
路
の
無
雪
化
と

　
　
　
集
会
所
の
改
築
を

　
　
　
　
　
　
　
　
中
平
地
区

　
冬
期
間
の
交
通
で
、
部
落
の
大
き

な
問
題
で
あ
る
名
ケ
山
と
の
間
の
無

雪
化
を
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
と
、

現
在
の
部
落
の
集
会
所
が
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
、
改
築
を
考
え
て
い
る

の
だ
が
。

　
　
　
無
雪
化
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
実
態
を
調
査
し
、
来
冬
か
ら
、

無
雪
化
す
る
計
画
で
い
ま
す
。
集
会

所
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
申
請
を

十
月
末
ま
で
受
け
つ
け
て
い
る
集
会

所
建
設
の
助
成
制
度
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

梱｝
』皿…脚獄

鑓
麟
欝轟、

騨

蕪灘灘麟灘
　
灘
雛
塞
鴛
灘
篶
凝
灘
嚢
華
灘
霧
鵬
　
㎜

　
灘
雛
灘
．
．
　

灘
灘
懸
轟
誠
類
鐵

　
　
　
　
　
　
嚢
灘
　
購
馨
覇

難灘

癬
㈱
、
　
多

　
　
“
雪
”
と
“
生
活
”
と
は
、
当
市

　
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

　
ま
す
が
、
中
で
も
雪
を
克
服
す
る
た

　
め
に
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
、
地
域
、

　
あ
る
い
は
市
全
体
で
取
り
組
む
課
題

　
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　
十
月
一
日
の
「
市
民
と
語
る
日
」

　
は
、
　
〃
雪
の
克
服
と
利
用
〃
と
い
う

「
市
民
と
語
錨
．
細
翼
ぽ
漣
雪
の
寛
服
老
利
錆
瀞
遙
、
羨
畦
．
、
懸
壕

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

“
雪
”
と
い
う
問
題
を
考
え
ま
す
。

　
除
雪
、
消
雪
、
防
雪
や
交
通
の
問

題
、
出
稼
ぎ
や
健
康
の
問
題
、
そ
し

て
地
域
開
発
な
ど
の
問
題
も
含
め
な

が
ら
、
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
、
具

体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

な
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
か
、
さ
ら
に
雪
ま
つ
り
の
例
の
よ

う
に
、
雪
を
生
活
の
中
に
ゼ
の
よ
う

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ー

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検

討
、
討
議
す
る
場
と
し
て
、
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
次
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
V
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フ
ァ
吻
シ
ミ
助
顔
の
た
め

　
　
　
　
窓
回
業
務
慧
一
部
菱
更

姻
　
市
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
模
写
電
送
装
置
）
」
を
導
ゆ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

吹
し
、
戸
籍
謄
抄
本
、
震
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
出
張
ゆ

ゆ
所
で
も
で
き
窓
口
業
務
の
一
部
が
変
更
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
す
．
　
　
　
噂

　
市
で
は
、
昨
年
来
窓
口
業
務
の
あ

り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
出
張
所
で
の
戸

籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
に
関
す
る
窓
口
業
務
に
つ
い
て

台
帳
関
係
は
、
で
き
る
限
り
正
確
を

期
す
た
め
に
本
庁
で
集
中
管
理
す
る

こ
と
と
し
、
基
本
的
台
帳
を
作
成
す

る
た
め
、
直
接
関
連
の
あ
る
各
種
届

出
や
登
録
（
戸
籍
届
、
住
民
異
動
届

婚
姻
届
、
死
亡
届
、
印
鑑
登
録
な
ど
）

は
、
本
庁
の
市
民
生
活
課
へ
届
出
、

登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
台

帳
に
よ
る
謄
抄
本
、
証
明
な
ど
は
、

本
庁
、
出
張
所
の
ど
ち
ら
で
も
発
行

秋の交通安全運動
9月21日～9月30日

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
模
写

電
送
装
置
）
」
と
い
っ
て
本
庁
お
よ

び
各
出
張
所
に
一
台
づ
つ
配
置
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
利
便
を
考

慮
し
て
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
十
月
一
日
以
降
、
本
庁
（
市

民
生
活
課
）
の
窓
口
で
取
扱
う
業
務

と
出
張
所
に
お
け
る
業
務
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
出
張
所
で
も
取
扱
う
業
務

1
戸
籍
に
関
す
る
事
務

　
n
戸
（
除
）
籍
謄
抄
本
の
発
行

　
ω
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
の
発
行

　
鋤
戸
籍
届
書
受
理
証
明
書
の
発
行

　　　窟　　　　　　　婁
　　さ

驚碁艶

埜ん碁鷺と捻㌧ちゃ

◎
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無
謀
運
転
の
防
止

◎
歩
行
者
、
特
に
老
人
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

◎
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進

ω
身
分
証
明
書
の
発
行

田
戸
籍
の
附
票
の
写
の
発
行

2
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務

　
q
D
住
民
票
（
除
票
）
の
写
し
発
行

　
ω
住
民
票
（
除
票
）
の
証
明
発
行

3
印
鑑
登
録
証
明
に
関
す
る
事
務

　
ω
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

■
出
張
所
で
取
扱
え
な
い
事
務
（
本

庁
で
な
け
れ
ば
取
扱
え
な
い
事
務
）

1
戸
籍
に
関
す
る
事
務

　
ω
戸
籍
関
係
の
届
出
…
…
出
生
届

婚
姻
届
、
離
婚
届
、
死
亡
届
な
ど
。

2
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務

　
ω
住
民
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、

転
居
、
世
帯
主
変
更
、
国
保
加
入
．

喪
失
届
等
）

　
ω
転
出
証
明
書
の
発
行

3
印
鑑
登
録
証
明
書
に
関
す
る
事
務

　
ω
印
鑑
登
録
申
請

　
ω
印
鑑
廃
止
申
請

4
そ
の
他
ω
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

に
関
す
る
事
務
。

★
自
然
運
動
公
園
★

測
量
の
た
め
の

　
　
土
地
立
入
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
健

全
な
屋
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
自
然
運
動
公
園
の
造
成
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
公
園
計
画

立
案
の
た
め
、
九
月
中
旬
～
十
一
月

の
間
に
現
況
測
量
に
、
関
係
の
皆
さ

ん
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
－
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
地
区
は
、
大
字
山
本
字
馬
道
、

小
坂
割
、
中
沢
、
大
字
原
十
二
平
、

蕪
沢
、
カ
チ
カ
沢
、
辰
号
程
坂
念
珠
、

観
音
堂
、
古
寺
沢
、
榎
平
で
す
。

パ

　　　シリ＿ズ照18

十日町橋破損
　バス乗客5名激流に

昭和10年9月26日

　
昭
和
十
年
九
月
二
十
六
日
の
出
来

事
で
す
が
、
昨
夜
来
の
大
豪
雨
で
、

タ
方
に
は
物
す
ご
い
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
言

う
川
の
音
（
今
は
あ
の
音
は
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
）
、
こ
れ
は
浅
川
原
方

面
に
被
害
が
で
な
け
れ
ば
よ
い
が
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
警
鐘
が
乱
打
さ

れ
た
。
そ
ら
和
泉
軒
が
危
い
ぞ
と
当

時
義
勇
消
防
隊
の
幹
部
を
し
て
居
た

の
で
、
早
速
飛
び
出
し
た
。
情
報
を

聞
く
と
、
十
日
町
橋
の
木
橋
と
鉄
橋

の
間
の
橋
桁
と
共
に
バ
ス
が
流
失
し
、

運
転
手
は
、
千
手
の
つ
た
や
の
婿
さ

ん
の
石
沢
さ
ん
で
、
車
掌
は
、
山
谷

在
住
の
美
人
車
掌
と
し
て
人
気
の
あ

っ
た
徳
田
さ
ん
の
姉
ち
ゃ
ん
。
お
客

は
、
川
治
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い

た
上
野
の
㊧
の
兄
様
、
そ
の
他
二
～

三
名
が
バ
ス
も
ろ
と
も
押
し
流
さ
れ

て
大
騒
ぎ
だ
と
い
う
。
直
ち
に
現
場

に
か
け
つ
け
た
と
こ
ろ
（
市
の
車
検

場
の
あ
っ
た
下
で
、
山
谷
構
改
の
揚

水
ポ
ン
プ
場
の
処
）
大
勢
の
人
で
大

騒
ぎ
で
あ
る
。
暗
や
み
の
中
で
、
川

の
中
洲
に
漂
着
し
た
二
～
三
人
の
人

影
が
「
助
け
て
く
れ
、
助
け
て
く
れ
」
と

必
死
に
叫
ん
で
い
る
。
水
か
さ
は
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぱ
ひ
ト
げ
レ
ゆ
ず

　
　
各
地
の
橋
が
大
破
損
　
　
瀞
難

　
　
　
　
　
　
十
日
町
橋
、
清
津
橋
も
受
難
　
　
　
酵
㎏
．
鉛
付

鱗
　
　
灘
織
離
皿
縣
　

纏攣㌔薩關嚇

ン
グ
ン
増
す
ば
か
り
で
、
幸
い
そ
の
中

洲
に
信
電
工
事
の
た
め
の
鹿
島
組
の

砂
利
採
取
場
の
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、

こ
れ
に
鹿
島
組
の
組
員
二
～
三
人
で

腰
縄
を
と
り
、
決
死
の
覚
悟
で
救
助

に
向
い
、
奇
跡
的
に
救
助
す
る
事
が

で
き
た
。
あ
の
時
、
あ
そ
こ
に
あ
の

ケ
ー
ブ
ル
が
無
か
っ
た
ら
三
人
は
ど

う
な
っ
た
か
、
ま
た
、
い
ま
あ
の
時

間
に
あ
の
惨
事
が
起
き
た
ら
少
な
く

と
も
五
、
六
十
人
の
命
が
呑
み
込
ま

れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
、
背
筋
が

寒
く
な
る
思
い
で
あ
る
。

　
車
掌
さ
ん
と
㊥
の
兄
様
は
つ
い
に

助
か
ら
ず
、
翌
日
か
ら
の
捜
索
で
、

二
、
三
日
後
に
岩
沢
方
面
で
死
体
と

な
っ
て
発
見
さ
れ
た
が
、
車
掌
さ
ん

は
一
週
間
の
捜
索
も
空
し
く
、
遂
に

発
見
出
来
な
か
っ
た
。
　
（
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
）

　
あ
の
時
の
水
量
は
、
和
泉
軒
の
後

ろ
の
石
垣
の
上
ま
で
水
が
の
り
、
地

下
の
家
財
を
山
際
に
移
動
す
る
位
で

あ
っ
た
し
、
川
幅
は
今
よ
り
広
く
、

火
葬
場
の
前
の
道
路
が
堤
防
で
あ
っ

た
の
で
す
か
ら
七
百
材
以
上
の
河
床

が
一
面
の
泥
海
と
化
し
、
大
樹
木
橋

梁
材
な
ど
の
流
れ
く
る
様
は
、
正
に

言
語
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
恋
か
涼
み
か
、
長
さ
六
町
の
行
き

戻
り
、
な
ど
と
唄
わ
れ
て
い
る
十
日

町
橋
も
、
そ
の
後
十
年
間
に
十
回
以

上
も
流
失
し
、
そ
の
都
度
、
今
博
物

館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
様
な
川
舟
で
、

渡
河
し
た
り
、
仮
橋
で
バ
ス
の
徒
歩

連
絡
を
し
、
現
在
の
近
代
橋
が
出
来

る
ま
で
は
、
自
動
車
は
通
れ
ず
、
そ

れ
は
く
は
不
便
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
幸
い
信
電
の
鉄
橋
が
無
事
だ
っ
た

の
で
吉
田
北
部
と
川
西
町
の
十
日
町

方
面
へ
の
通
勤
通
学
者
は
、
何
時
、

軽
便
が
通
る
か
わ
か
ら
な
い
危
険
な

状
態
の
中
で
、
長
蛇
の
列
を
作
っ
て

渡
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
あ
あ
！
あ
れ
か
ら
四
十
五
年
、
あ

の
時
、
荒
れ
狂
っ
た
河
床
の
中
へ
中

山
堤
防
が
で
き
、
市
の
水
道
の
水
源

池
や
大
小
の
プ
ー
ル
、
五
万
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
と
い
こ
い
の
場
と
し
て
完

成
し
た
運
動
公
園
な
ど
を
見
る
時
実

に
、
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
治
山
治
水
に

全
力
を
傾
注
さ
れ
た
初
代
市
長
中
山

龍
次
大
先
生
の
偉
業
で
あ
る
と
満
腔

の
敬
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
（
吉
田
山
谷
柳
儀
一
）
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地
域
集
会
施
設
の
助
威
制
疫
、

・
来
年
度
串
請
分
を
受
付
ヰ
辺

　
　
　
　
　
　
　
ー
m
月
訂
日
ま
で
津

　
今
年
度
か
ら
実
施
し
た
「
地
域
集

会
施
設
建
設
費
等
助
成
事
業
」
は
、

予
想
を
上
回
る
希
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
．

　
こ
の
事
業
は
、
市
の
単
独
事
業
で

地
域
の
集
会
施
設
の
建
設
費
に
市
が

助
成
（
補
助
・
融
資
）
を
し
て
、
地

域
住
民
の
融
和
と
連
帯
意
識
の
高
揚

と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
補
助
金
交
付
の

　
　
　
対
象
と
交
付
額

交
付
対
象
事
業
…
集
会
施
設
の
新
築

　
新
築
に
準
ず
る
改
築
ま
た
は
購
入

交
付
額
の
基
準

　
①
補
助
率
は
、
補
助
事
業
費
の
百

分
の
三
ヤ
五

　
②
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

　
っ
四
十
戸
未
満
　
一
千
万
円

＠
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
　
千
二

　
　
百
万
円

　
の
百
戸
以
上
　
千
三
百
万
円

③
補
助
対
象
建
築
単
価
　
一
平
方

　
メ
ー
ト
ル
当
た
り
八
万
円
以
内

④
補
助
事
業
費
と
は

ω
建
築
本
工
事
費

＠
建
築
本
工
事
の
付
帯
工
事
費

　
　
（
電
気
、
給
排
水
、
衛
生
、
防

　
　
　
火
な
ど
の
各
設
備
工
事
）

　
⑭
購
入
す
る
場
合
は
購
入
代
金

★
以
上
の
補
助
金
制
度
の
ほ
か
に
、

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
申
込
み
は

申
込
期
限
…
…
昭
和
五
十
五
年
十
月

三
十
一
β
囲
ま
で
と
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
－
…
市
総
務

部
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
－
三

二
一
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

’小≠

ヤ規｝i

亭
。

むく旗

＃土．
薙地地「》

諏基篭
“良盤嚢
・事整漢

隷．V鼻

莚講

　　・沁

　
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
（
8
七
－

三
一
　
一
番
内
線
二
六
五
）
で
は
、

来
年
度
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
・
土

地
改
良
事
業
の
市
費
補
助
に
つ
い
て

各
農
事
連
絡
員
の
皆
さ
ん
を
通
じ
、

申
請
書
の
提
出
の
ご
案
内
を
し
ま
し

た
が
　
提
出
期
限
は
、
九
月
三
十
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
、
期
限
を
厳
守
し
て
提
出
く

だ
さ
　
　
な
お
こ
の
制
度
は
、
県
単
・

団
体
営
の
採
択
と
重
複
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

移
動
賓
長
島
窒
召

％
〔
於
吉
田
●
蘂
馨
セ
ン
タ
↓

　
　
　
　
　
　
1
十
三
組
七
十
三
人
1

診
療
所
の
再
設
置
を

太
田
ミ
イ
さ
ん
（
北
鐙
坂
）

　
吉
田
地
区
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
り

っ
ぱ
な
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
ま
た
診
療
所
の
設

置
を
考
え
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

　
　
市
全
体
の
問
題
と
し
て
、
医

師
の
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
状
況
な

の
で
、
今
の
段
階
と
し
て
は
非
常
に

困
難
で
す
。

　
現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
完
成
を
ま
っ
て
、

各
地
域
の
医
療
問
題
を
将
来
的
に
見

直
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

吉
田
北
部
地
区
の

　
集
落
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
林
　
　
正
　
さ
ん
（
小
泉
）

　
わ
た
し
た
ち
の
地
区
で
は
、
第
一

次
農
業
改
善
事
業
に
よ
り
農
業
基
盤

の
整
備
が
終
了
し
、
今
後
は
よ
り
良

い
生
活
環
境
整
備
の
た
め
に
、
制
度

事
業
の
基
準
や
内
容
な
ど
、
メ
ニ
ュ

ー
を
明
示
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
集
落
の
生
活
環
境
整
備
の
た

め
に
は
、
下
水
道
、
農
道
、
林
務
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
い
ろ
ん
な
制
度

事
業
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
総

合
的
な
開
発
計
画
を
た
て
る
と
き
、

む
ず
か
し
さ
も
あ
る
が
、
地
元
の
皆

さ
ん
た
ち

と
相
談
し

な
が
ら
、

お
互
い
に

研
究
し
て
ゆ
　
六
し

　
道
路
の
無
雪
化
と

　
　
　
集
会
所
の
改
築
を

　
　
　
　
　
　
　
　
中
平
地
区

　
冬
期
間
の
交
通
で
、
部
落
の
大
き

な
問
題
で
あ
る
名
ケ
山
と
の
間
の
無

雪
化
を
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
と
、

現
在
の
部
落
の
集
会
所
が
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
、
改
築
を
考
え
て
い
る

の
だ
が
。

　
　
　
無
雪
化
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
実
態
を
調
査
し
、
来
冬
か
ら
、

無
雪
化
す
る
計
画
で
い
ま
す
。
集
会

所
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
申
請
を

十
月
末
ま
で
受
け
つ
け
て
い
る
集
会

所
建
設
の
助
成
制
度
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

梱｝
』皿…脚獄

鑓
麟
欝轟、

騨

蕪灘灘麟灘
　
灘
雛
塞
鴛
灘
篶
凝
灘
嚢
華
灘
霧
鵬
　
㎜

　
灘
雛
灘
．
．
　

灘
灘
懸
轟
誠
類
鐵

　
　
　
　
　
　
嚢
灘
　
購
馨
覇

難灘

癬
㈱
、
　
多

　
　
“
雪
”
と
“
生
活
”
と
は
、
当
市

　
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

　
ま
す
が
、
中
で
も
雪
を
克
服
す
る
た

　
め
に
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
、
地
域
、

　
あ
る
い
は
市
全
体
で
取
り
組
む
課
題

　
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　
十
月
一
日
の
「
市
民
と
語
る
日
」

　
は
、
　
〃
雪
の
克
服
と
利
用
〃
と
い
う

「
市
民
と
語
錨
．
細
翼
ぽ
漣
雪
の
寛
服
老
利
錆
瀞
遙
、
羨
畦
．
、
懸
壕

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

“
雪
”
と
い
う
問
題
を
考
え
ま
す
。

　
除
雪
、
消
雪
、
防
雪
や
交
通
の
問

題
、
出
稼
ぎ
や
健
康
の
問
題
、
そ
し

て
地
域
開
発
な
ど
の
問
題
も
含
め
な

が
ら
、
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
、
具

体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

な
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
か
、
さ
ら
に
雪
ま
つ
り
の
例
の
よ

う
に
、
雪
を
生
活
の
中
に
ゼ
の
よ
う

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ー

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検

討
、
討
議
す
る
場
と
し
て
、
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
次
の
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
V
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フ
ァ
吻
シ
ミ
助
顔
の
た
め

　
　
　
　
窓
回
業
務
慧
一
部
菱
更

姻
　
市
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
模
写
電
送
装
置
）
」
を
導
ゆ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

吹
し
、
戸
籍
謄
抄
本
、
震
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
出
張
ゆ

ゆ
所
で
も
で
き
窓
口
業
務
の
一
部
が
変
更
さ
れ
便
利
に
な
り
ま
す
．
　
　
　
噂

　
市
で
は
、
昨
年
来
窓
口
業
務
の
あ

り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
出
張
所
で
の
戸

籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
に
関
す
る
窓
口
業
務
に
つ
い
て

台
帳
関
係
は
、
で
き
る
限
り
正
確
を

期
す
た
め
に
本
庁
で
集
中
管
理
す
る

こ
と
と
し
、
基
本
的
台
帳
を
作
成
す

る
た
め
、
直
接
関
連
の
あ
る
各
種
届

出
や
登
録
（
戸
籍
届
、
住
民
異
動
届

婚
姻
届
、
死
亡
届
、
印
鑑
登
録
な
ど
）

は
、
本
庁
の
市
民
生
活
課
へ
届
出
、

登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
台

帳
に
よ
る
謄
抄
本
、
証
明
な
ど
は
、

本
庁
、
出
張
所
の
ど
ち
ら
で
も
発
行

秋の交通安全運動
9月21日～9月30日

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
模
写

電
送
装
置
）
」
と
い
っ
て
本
庁
お
よ

び
各
出
張
所
に
一
台
づ
つ
配
置
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
利
便
を
考

慮
し
て
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
十
月
一
日
以
降
、
本
庁
（
市

民
生
活
課
）
の
窓
口
で
取
扱
う
業
務

と
出
張
所
に
お
け
る
業
務
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
出
張
所
で
も
取
扱
う
業
務

1
戸
籍
に
関
す
る
事
務

　
n
戸
（
除
）
籍
謄
抄
本
の
発
行

　
ω
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
の
発
行

　
鋤
戸
籍
届
書
受
理
証
明
書
の
発
行

　　　窟　　　　　　　婁
　　さ

驚碁艶

埜ん碁鷺と捻㌧ちゃ

◎
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無
謀
運
転
の
防
止

◎
歩
行
者
、
特
に
老
人
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止

◎
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進

ω
身
分
証
明
書
の
発
行

田
戸
籍
の
附
票
の
写
の
発
行

2
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務

　
q
D
住
民
票
（
除
票
）
の
写
し
発
行

　
ω
住
民
票
（
除
票
）
の
証
明
発
行

3
印
鑑
登
録
証
明
に
関
す
る
事
務

　
ω
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

■
出
張
所
で
取
扱
え
な
い
事
務
（
本

庁
で
な
け
れ
ば
取
扱
え
な
い
事
務
）

1
戸
籍
に
関
す
る
事
務

　
ω
戸
籍
関
係
の
届
出
…
…
出
生
届

婚
姻
届
、
離
婚
届
、
死
亡
届
な
ど
。

2
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務

　
ω
住
民
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、

転
居
、
世
帯
主
変
更
、
国
保
加
入
．

喪
失
届
等
）

　
ω
転
出
証
明
書
の
発
行

3
印
鑑
登
録
証
明
書
に
関
す
る
事
務

　
ω
印
鑑
登
録
申
請

　
ω
印
鑑
廃
止
申
請

4
そ
の
他
ω
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

に
関
す
る
事
務
。

★
自
然
運
動
公
園
★

測
量
の
た
め
の

　
　
土
地
立
入
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
と
健

全
な
屋
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
自
然
運
動
公
園
の
造
成
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
公
園
計
画

立
案
の
た
め
、
九
月
中
旬
～
十
一
月

の
間
に
現
況
測
量
に
、
関
係
の
皆
さ

ん
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
－
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
地
区
は
、
大
字
山
本
字
馬
道
、

小
坂
割
、
中
沢
、
大
字
原
十
二
平
、

蕪
沢
、
カ
チ
カ
沢
、
辰
号
程
坂
念
珠
、

観
音
堂
、
古
寺
沢
、
榎
平
で
す
。

パ

　　　シリ＿ズ照18

十日町橋破損
　バス乗客5名激流に

昭和10年9月26日

　
昭
和
十
年
九
月
二
十
六
日
の
出
来

事
で
す
が
、
昨
夜
来
の
大
豪
雨
で
、

タ
方
に
は
物
す
ご
い
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
言

う
川
の
音
（
今
は
あ
の
音
は
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
）
、
こ
れ
は
浅
川
原
方

面
に
被
害
が
で
な
け
れ
ば
よ
い
が
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
警
鐘
が
乱
打
さ

れ
た
。
そ
ら
和
泉
軒
が
危
い
ぞ
と
当

時
義
勇
消
防
隊
の
幹
部
を
し
て
居
た

の
で
、
早
速
飛
び
出
し
た
。
情
報
を

聞
く
と
、
十
日
町
橋
の
木
橋
と
鉄
橋

の
間
の
橋
桁
と
共
に
バ
ス
が
流
失
し
、

運
転
手
は
、
千
手
の
つ
た
や
の
婿
さ

ん
の
石
沢
さ
ん
で
、
車
掌
は
、
山
谷

在
住
の
美
人
車
掌
と
し
て
人
気
の
あ

っ
た
徳
田
さ
ん
の
姉
ち
ゃ
ん
。
お
客

は
、
川
治
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い

た
上
野
の
㊧
の
兄
様
、
そ
の
他
二
～

三
名
が
バ
ス
も
ろ
と
も
押
し
流
さ
れ

て
大
騒
ぎ
だ
と
い
う
。
直
ち
に
現
場

に
か
け
つ
け
た
と
こ
ろ
（
市
の
車
検

場
の
あ
っ
た
下
で
、
山
谷
構
改
の
揚

水
ポ
ン
プ
場
の
処
）
大
勢
の
人
で
大

騒
ぎ
で
あ
る
。
暗
や
み
の
中
で
、
川

の
中
洲
に
漂
着
し
た
二
～
三
人
の
人

影
が
「
助
け
て
く
れ
、
助
け
て
く
れ
」
と

必
死
に
叫
ん
で
い
る
。
水
か
さ
は
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぱ
ひ
ト
げ
レ
ゆ
ず

　
　
各
地
の
橋
が
大
破
損
　
　
瀞
難

　
　
　
　
　
　
十
日
町
橋
、
清
津
橋
も
受
難
　
　
　
酵
㎏
．
鉛
付

鱗
　
　
灘
織
離
皿
縣
　

纏攣㌔薩關嚇

ン
グ
ン
増
す
ば
か
り
で
、
幸
い
そ
の
中

洲
に
信
電
工
事
の
た
め
の
鹿
島
組
の

砂
利
採
取
場
の
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、

こ
れ
に
鹿
島
組
の
組
員
二
～
三
人
で

腰
縄
を
と
り
、
決
死
の
覚
悟
で
救
助

に
向
い
、
奇
跡
的
に
救
助
す
る
事
が

で
き
た
。
あ
の
時
、
あ
そ
こ
に
あ
の

ケ
ー
ブ
ル
が
無
か
っ
た
ら
三
人
は
ど

う
な
っ
た
か
、
ま
た
、
い
ま
あ
の
時

間
に
あ
の
惨
事
が
起
き
た
ら
少
な
く

と
も
五
、
六
十
人
の
命
が
呑
み
込
ま

れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
、
背
筋
が

寒
く
な
る
思
い
で
あ
る
。

　
車
掌
さ
ん
と
㊥
の
兄
様
は
つ
い
に

助
か
ら
ず
、
翌
日
か
ら
の
捜
索
で
、

二
、
三
日
後
に
岩
沢
方
面
で
死
体
と

な
っ
て
発
見
さ
れ
た
が
、
車
掌
さ
ん

は
一
週
間
の
捜
索
も
空
し
く
、
遂
に

発
見
出
来
な
か
っ
た
。
　
（
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
）

　
あ
の
時
の
水
量
は
、
和
泉
軒
の
後

ろ
の
石
垣
の
上
ま
で
水
が
の
り
、
地

下
の
家
財
を
山
際
に
移
動
す
る
位
で

あ
っ
た
し
、
川
幅
は
今
よ
り
広
く
、

火
葬
場
の
前
の
道
路
が
堤
防
で
あ
っ

た
の
で
す
か
ら
七
百
材
以
上
の
河
床

が
一
面
の
泥
海
と
化
し
、
大
樹
木
橋

梁
材
な
ど
の
流
れ
く
る
様
は
、
正
に

言
語
を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
恋
か
涼
み
か
、
長
さ
六
町
の
行
き

戻
り
、
な
ど
と
唄
わ
れ
て
い
る
十
日

町
橋
も
、
そ
の
後
十
年
間
に
十
回
以

上
も
流
失
し
、
そ
の
都
度
、
今
博
物

館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
様
な
川
舟
で
、

渡
河
し
た
り
、
仮
橋
で
バ
ス
の
徒
歩

連
絡
を
し
、
現
在
の
近
代
橋
が
出
来

る
ま
で
は
、
自
動
車
は
通
れ
ず
、
そ

れ
は
く
は
不
便
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
幸
い
信
電
の
鉄
橋
が
無
事
だ
っ
た

の
で
吉
田
北
部
と
川
西
町
の
十
日
町

方
面
へ
の
通
勤
通
学
者
は
、
何
時
、

軽
便
が
通
る
か
わ
か
ら
な
い
危
険
な

状
態
の
中
で
、
長
蛇
の
列
を
作
っ
て

渡
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
あ
あ
！
あ
れ
か
ら
四
十
五
年
、
あ

の
時
、
荒
れ
狂
っ
た
河
床
の
中
へ
中

山
堤
防
が
で
き
、
市
の
水
道
の
水
源

池
や
大
小
の
プ
ー
ル
、
五
万
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
と
い
こ
い
の
場
と
し
て
完

成
し
た
運
動
公
園
な
ど
を
見
る
時
実

に
、
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
な
い
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
治
山
治
水
に

全
力
を
傾
注
さ
れ
た
初
代
市
長
中
山

龍
次
大
先
生
の
偉
業
で
あ
る
と
満
腔

の
敬
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
（
吉
田
山
谷
柳
儀
一
）
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総
額
五
億
二
千
四
百
五
十
六
万
円

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
保
険
料
の
第
一
期
分
と
第
二

期
分
を
仮
算
定
と
い
う
型
で
、
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
昭
和
五
十
五
年
度
の
保
険
料
賦
課
割
合
が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

所
得
割
　
三

資
産
割

・
四
パ
ー
セ
ン
ト

四
十
］
パ
ー
セ
ン
ト

被
保
険
者
均
等
割
　
八
千
五
百
八
十
円

世
帯
別
平
等
割

万
一
工
－
九
百
二
十
円

　
こ
の
保
険
料
の
総
額
は
、
五
億
二
千
四
百
五
十
六
万
一
千
円
で
、

比
べ
十
二
・
五
新
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
と
保
険
料

　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
2

（1人当たり医療費）

（1人当たり保険料）

7，711　　　20・3弱

　　　　　　　　　　　21，546
　　　17．09013．477

千円

80

70

60

50

40

30

20

10

55
年
度

図
年
度

53
年
度

52
年
度

51

年
度

50
年
度

（S50～S54）国民健康保険診療報酬支払状況

昨
年
に

隻
総医療費

1
当たり

医療費

国民健康保険負担額

高額療養費

被保険者負

結核予防
精神衛生法等

公費で負担分保険者負担

50 1，074，932．04 ，3 748，733，387 71，482， 164，917， 89，798．3

51 1，214，419，441
P

別6，997，55 77，754．51 184，351，910 105，315，470

52 1418，251，196 9， 969，090， 93，531， 207，050， 128，578，

53 1，680，634，435 72．11 1，173，932．84 134，286，276 231，111， 141，3（B，

54 1，786，589，164 8．1 1，248，588．13 151，259．21 240，890， 145，850，

保
険
料
は

　
な
＊
ぜ
＊
あ
＊
が
＊
る

　
国
保
の
支
払
い
額
の
最
も
大
き
い

も
の
は
、
保
険
給
付
費
で
、
直
接
医

療
機
関
へ
七
十
暫
分
と
し
て
支
払
わ

れ
る
も
の
、
高
額
療
養
費
と
し
て
三

万
九
千
円
を
超
え
る
自
己
負
担
額
に

対
し
て
払
戻
し
さ
れ
る
も
の
を
い
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
、
助
産
費
葬
祭

費
な
ど
を
含
め
る
と
国
保
予
算
の
九

十
五
・
六
暫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
大
半
を
占
め
る
給
付
費
な
ど
が
、

昨
年
に
比
べ
約
一
億
一
千
万
円
（
七

ヤ
五
幹
）
も
増
え
て
い
る
の
が
、
保

険
料
を
引
き
あ
げ
る
最
大
の
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
と
保
険
料
の
比
較
の
上
表

を
み
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
の
増
加

率
ほ
ど
、
保
険
料
は
上
が
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
医
療
費
の
増
大
が
、
皆
さ

ん
の
負
担
に
直
結
し
て
い
る
の
が
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

担
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
負

担
の
額
が
三
万
九
千
円
を
超
え
る
分

に
つ
い
て
は
、
国
保
が
負
担
し
て
い

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
七
割
分
と
高

額
療
養
費
は
ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
よ

う
に
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
乳
児
、
妊
産
婦
、
県

老
、
県
障
医
療
と
い
わ
れ
る
も
の
も

七
割
分
と
高
額
療
養
費
は
国
保
で
負

担
を
し
て
い
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
ほ

　
　
上
手
に
か
か
ろ
う

魁
、

お
と
し
よ
り
の

　
医
療
費
は
無
料
？

　
七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
皆

さ
ん
が
、
お
医
者
さ
ん
で
診
療
を
受

け
た
と
き
、
そ
の
診
療
代
は
無
料
で

こ
れ
は
国
や
県
が
全
額
負
担
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
国
保
財
政
で
賄
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
お
と
し
よ
り
の
場
合
、
窓
口
で
支

払
う
患
者
負
担
の
三
割
に
つ
い
て
国

が
三
分
の
二
、
残
り
を
県
と
市
で
負

愈
FI，
1／’

　
医
療
費
の
無
駄
使
い
は
、
保
険
料

の
増
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
医
者

さ
ん
に
は
、
上
手
に
か
か
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
お
医

者
さ
ん
め
ぐ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
夜
間
や
休
日
の
受
診
は
控
え
ま

し
よ
う
。

一
、
や
た
ら
と
薬
を
欲
．
し
が
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

〈
威
盤
講
〉

　
風
邪
ぐ
ら
い
と
い
っ
て
も
、
い
ざ

か
か
っ
て
し
ま
う
と
、
鼻
水
、
頭
痛

な
ど
で
わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
気
候
も
不
順
で
、
夏

風
邪
を
引
い
た
か
た
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
不
快
な
風

邪
も
ふ
だ
ん
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
朝
起
き
た
時
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

で
軽
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
ま
ず
ウ
ガ

イ
で
口
の
中
や
ノ
ド
を
洗
い
流
し
ま

し
よ
，
つ
。

四
、
一
日
の
疲
れ
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
と
る
よ
う
に
心
掛
け
、
夜
は
ゆ

っ
く
り
や
す
み
ま
し
ょ
う
。

五
、
ど
う
も
頭
が
痛
い
、
身
体
が
ダ

ル
イ
な
ど
と
感
じ
た
ら
、
と
に
か
く

休
養
を
と
り
、
早
寝
を
し
て
早
い
う

ち
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

①
健
康
を
守
る
食
事
計
画
①

　
栄
養
の
正
し
い
知
識
を
も
と
に
し

て
、
お
い
し
く
、
し
か
も
う
る
お
い

の
あ
る
食
生
活
を
す
る
コ
ツ
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
ご
飯
ば
っ
か
り
、
う
ど
ん
ば
っ
か

り
、
肉
ば
っ
か
り
な
ど
の
「
ば
っ
か

り
食
」
で
お
腹
を
一
杯
に
す
る
の
で

な
く
、
毎
日
六
つ
の
基
礎
食
品
を
食

卓
に
の
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
お
か
ず
の
主
体
は
た
ん
白
質
食
品

の
乳
、
卵
、
魚
肉
、
大
豆
製
品
を
中

心
に
、
副
菜
は
、
野
菜
、
い
も
類
、

果
物
な
ど
で
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
補
給
源
を
上
手
に
組
合
わ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
発
育
盛
り
の
子
ど

も
と
大
人
の
食
事
な
ど
、
年
齢
層
に

盤響鞍

鰻轍麟

応
じ
た
食
事
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

一
、
卵
は
た
ん
白
質
、
脂
肪
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
お
り

優
れ
た
栄
養
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
牛
乳
、
乳
製
品
、
牛
乳
一
本
を

毎
日
余
分
に
と
れ
ば
、
欠
け
て
い
る

栄
養
を
補
え
る
と
い
う
く
ら
い
で
す
。

三
、
肉
、
肉
類
と
く
に
レ
バ
ー
は
ス

タ
ミ
ナ
食
品
と
し
て
優
れ
て
い
ま
す
。

四
、
緑
黄
色
野
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、

こ
ま
つ
菜
、
に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
は
、
カ
ロ
チ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
栄
養
分
が
豊
富
で
す
。

五
、
植
物
性
油
は
、
糖
質
の
脂
肪
へ

へ
転
換
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
、
し

か
も
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
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危
険
物
取
扱
者
講
習
を
実
施

　
昭
和
五
十
五
年
度
二
回
目
の
危
険

物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
種
及

び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
講
習
）
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の
五

の
規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま

た
は
取
扱
所
で
、
危
険
物
の
取
扱
作

繋麩

欝鶴鑛

魏
畷
籍

現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
な
い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険

物
取
扱
者

※
受
講
の
義
務
　
受
講
義
務
者
は
、

つ
ぎ
の
期
間
内
に
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
q
D
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

か
ら
一
年
以
内

　
　
　
無
線
機
ば
　
雛

　
　
　
串
乞
寄
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
4
民
馨
驚
　
　
　
　
　
　
　
乾

あ
な
た
の
無
線
機
に
は

こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
ま
す
か
。

検定合格マーク

　
働
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
の
日
か

ら
五
年
以
内

　
⑥
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

五
年
以
内

●
日
時
及
び
会
場
　
十
月
二
、
三
日

新
潟
市
消
防
局
（
新
潟
市
東
大
畑
町
）

七
日
、
長
岡
自
治
会
館
（
長
岡
市
神

田
町
）
、
九
日
、
上
越
市
商
工
会
議

所
（
上
越
市
薄
袋
）
　
　
　
各
会
場

と
も
午
前
九
時
よ
り
受
付
開
始
1

●
受
講
申
請
受
付
期
間
　
九
月
十
日

（
水
）
か
ら
各
会
場
の
講
習
日
の
十

日
前
ま
で
（
受
講
申
請
書
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）

　
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
無
線
機
）
を

使
う
と
き
は
、
無
線
局
の
免
許
を
受

け
て
下
さ
い
。

　
免
許
を
受
け
な
い
で
各
人
が
自
由

勝
手
に
電
波
（
不
法
電
波
）
を
出
す

と
免
許
を
受
け
て
正
し
く
使
っ
て
い
る

無
線
局
の
通
信
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

の
受
信
を
妨
害
し
て
み
ん
な
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
。

●
受
講
申
込
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
）

●
講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟

県
収
入
証
紙
で
納
入
）

県
勤
労
者

　
美
術
展
に
応
募
を

　
第
三
十
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

が
、
十
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日
ま

で
県
美
術
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
次
の
要
項
で
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
勤
労

者
の
皆
さ
ん
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
（
官
公

庁
、
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る
人

作
品
　
日
本
画
（
五
十
号
以
内
）

洋
画
（
版
画
を
含
む
、
五
十
号
以
内
）

彫
塑
、
工
芸
、
書
（
裏
面
に
釈
文
を
）

写
真

応
募
先
　
九
月
三
十
日
ま
で
に
一
点

に
つ
き
五
百
円
を
添
え
て
、
長
岡
労

政
事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町
大
塚

新
田
ー
8
小
出
二
1
一
三
二
番
）
へ
。

搬
入
、
搬
出
　
搬
入
、
搬
出
は
応
募

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
●
搬
入
…
…
十
月
二
十
一
日

　
●
搬
出
…
…
十
月
二
十
六
日

　
詳
細
は
、
小
出
支
所
ま
た
は
、
市

公
民
館
（
8
七
ー
五
〇
二
番
）
へ
。

9、．

％　　■●・　，9．　，・

公民館
分館め羅鱗纏

中条地区
民踊教室

　
中
条
地
区
に
は
「
中
条
北
」
　
「
大

井
田
」
　
「
新
座
」
の
三
分
館
が
有
り

ま
す
。
特
に
大
井
田
、
新
座
の
二
分

館
は
、
管
理
は
地
区
館
が
し
て
い
ま

す
が
、
完
全
な
独
立
館
と
し
て
多
種

九
月
一
日
～
三
十
日

　
不
法
電
波
一
掃
月
間

　
ご
み
焼
却
場
で
は
、
焼
却
炉

修
理
の
た
め
、
家
屋
廃
材
な
ど

の
大
型
ご
み
の
焼
劫
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
（
魯
二
ー
三
九
二
『
四
垂
餌
）
へ
。

儀薇総
　昭和55年度の犬の登録と第2回狂犬病

予防注射を10月7日、8日、9日に行い

ます。（詳細は、9月25日付お知らせ版で

お知らせします）

多
様
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
条
北
分
館
i

●
分
館
長
　
池
田
英
三

●
分
館
主
事
　
阿
部
真
一

　
昭
和
五
十
三
年
五
月
か
ら
中
条
分

館
（
中
条
小
学
校
に
併
設
）
に
替
っ

て
北
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に
併
設

さ
れ
た
分
館
で
す
．
ま
だ
三
年
目
に

入
っ
た
ば
か
り
で
、
継
続
講
座
を
持

つ
ま
で
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
分
館
を
部
落
の
中
に
定
着
さ
せ

よ
う
と
い
う
事
で
、
部
落
の
行
事
の

お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
将
来
は
、
部
落
の
意
識
を
反
映

し
た
事
業
が
も
て
る
よ
う
に
と
土
台

作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

1
大
井
田
分
館
1

●
分
館
長
　
小
川
元

●
分
館
主
事
　
渡
辺
幸
子

　
旧
大
井
田
小
学
校
の
校
舎
を
利
用

し
多
く
の
広
い
教
室
と
体
育
館
を
生

か
し
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
継
続
講
座
と
し
て
は
、
民
謡
教
室

民
踊
教
室
、
盆
栽
教
室
、
日
本
舞
踊

教
室
な
ど
。
一
般
事
業
と
し
て
は
、

慶事エチケット教室

空手同好会

文
化
祭
、
芸
能
祭
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ほ
ん
や
ら
洞
な
ど
。
主
催
事
業
の
他
｝

に
、
空
手
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
同
好
会
、
蜘

地
域
の
集
会
、
催
物
で
夜
分
館
に
灯
｛

の
つ
い
て
い
な
い
日
は
、
ほ
と
ん
ど
｛

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
利
用
が
多
い
一

た
め
館
内
の
整
理
整
頓
が
う
ま
く
い
“

っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
㎞

す
。
い
つ
で
も
気
持
ち
良
く
使
う
た
画

め
に
、
利
用
者
の
理
解
が
必
要
で
す
。
凹

ー
新
座
分
館
ー

●
分
館
長
　
大
久
保
真
二

●
分
館
主
事
　
村
山
和
子

　
旧
新
座
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
継
続
講
座
ど
し
て
は
、
民
謡
教
室

手
芸
教
室
、
家
庭
教
育
講
座
な
ど
、

一
般
事
業
と
し
て
は
、
文
化
祭
、
民

謡
ま
つ
り
、
体
育
祭
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
新
座
は
分
館
委
員
の
活
動
が
か

な
り
活
発
な
分
館
で
、
月
一
回
は
委

員
会
を
開
き
、
各
事
業
に
全
員
で
ぶ

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
仲
間
づ
く
り
が
最
も
進
ん
で
い

る
分
館
で
す
．

　
館
内
に
は
、
保
育
園
が
併
設
さ
れ

て
い
る
の
で
昼
間
で
も
入
り
や
す
い

分
館
で
す
。
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総
額
五
億
二
千
四
百
五
十
六
万
円

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
保
険
料
の
第
一
期
分
と
第
二

期
分
を
仮
算
定
と
い
う
型
で
、
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
昭
和
五
十
五
年
度
の
保
険
料
賦
課
割
合
が
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

所
得
割
　
三

資
産
割

・
四
パ
ー
セ
ン
ト

四
十
］
パ
ー
セ
ン
ト

被
保
険
者
均
等
割
　
八
千
五
百
八
十
円

世
帯
別
平
等
割

万
一
工
－
九
百
二
十
円

　
こ
の
保
険
料
の
総
額
は
、
五
億
二
千
四
百
五
十
六
万
一
千
円
で
、

比
べ
十
二
・
五
新
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
と
保
険
料

　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
2

（1人当たり医療費）

（1人当たり保険料）

7，711　　　20・3弱

　　　　　　　　　　　21，546
　　　17．09013．477

千円

80

70

60

50

40

30

20

10

55
年
度

図
年
度

53
年
度

52
年
度

51

年
度

50
年
度

（S50～S54）国民健康保険診療報酬支払状況

昨
年
に

隻
総医療費

1
当たり

医療費

国民健康保険負担額

高額療養費

被保険者負

結核予防
精神衛生法等

公費で負担分保険者負担

50 1，074，932．04 ，3 748，733，387 71，482， 164，917， 89，798．3

51 1，214，419，441
P

別6，997，55 77，754．51 184，351，910 105，315，470

52 1418，251，196 9， 969，090， 93，531， 207，050， 128，578，

53 1，680，634，435 72．11 1，173，932．84 134，286，276 231，111， 141，3（B，

54 1，786，589，164 8．1 1，248，588．13 151，259．21 240，890， 145，850，

保
険
料
は

　
な
＊
ぜ
＊
あ
＊
が
＊
る

　
国
保
の
支
払
い
額
の
最
も
大
き
い

も
の
は
、
保
険
給
付
費
で
、
直
接
医

療
機
関
へ
七
十
暫
分
と
し
て
支
払
わ

れ
る
も
の
、
高
額
療
養
費
と
し
て
三

万
九
千
円
を
超
え
る
自
己
負
担
額
に

対
し
て
払
戻
し
さ
れ
る
も
の
を
い
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
、
助
産
費
葬
祭

費
な
ど
を
含
め
る
と
国
保
予
算
の
九

十
五
・
六
暫
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
大
半
を
占
め
る
給
付
費
な
ど
が
、

昨
年
に
比
べ
約
一
億
一
千
万
円
（
七

ヤ
五
幹
）
も
増
え
て
い
る
の
が
、
保

険
料
を
引
き
あ
げ
る
最
大
の
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
と
保
険
料
の
比
較
の
上
表

を
み
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
の
増
加

率
ほ
ど
、
保
険
料
は
上
が
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
医
療
費
の
増
大
が
、
皆
さ

ん
の
負
担
に
直
結
し
て
い
る
の
が
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

担
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
負

担
の
額
が
三
万
九
千
円
を
超
え
る
分

に
つ
い
て
は
、
国
保
が
負
担
し
て
い

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
七
割
分
と
高

額
療
養
費
は
ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
よ

う
に
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
乳
児
、
妊
産
婦
、
県

老
、
県
障
医
療
と
い
わ
れ
る
も
の
も

七
割
分
と
高
額
療
養
費
は
国
保
で
負

担
を
し
て
い
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
に
ほ

　
　
上
手
に
か
か
ろ
う

魁
、

お
と
し
よ
り
の

　
医
療
費
は
無
料
？

　
七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
皆

さ
ん
が
、
お
医
者
さ
ん
で
診
療
を
受

け
た
と
き
、
そ
の
診
療
代
は
無
料
で

こ
れ
は
国
や
県
が
全
額
負
担
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
が
ち
で
す
が
、
こ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
国
保
財
政
で
賄
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
お
と
し
よ
り
の
場
合
、
窓
口
で
支

払
う
患
者
負
担
の
三
割
に
つ
い
て
国

が
三
分
の
二
、
残
り
を
県
と
市
で
負

愈
FI，
1／’

　
医
療
費
の
無
駄
使
い
は
、
保
険
料

の
増
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
医
者

さ
ん
に
は
、
上
手
に
か
か
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
お
医

者
さ
ん
め
ぐ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
夜
間
や
休
日
の
受
診
は
控
え
ま

し
よ
う
。

一
、
や
た
ら
と
薬
を
欲
．
し
が
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

〈
威
盤
講
〉

　
風
邪
ぐ
ら
い
と
い
っ
て
も
、
い
ざ

か
か
っ
て
し
ま
う
と
、
鼻
水
、
頭
痛

な
ど
で
わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
気
候
も
不
順
で
、
夏

風
邪
を
引
い
た
か
た
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
不
快
な
風

邪
も
ふ
だ
ん
の
チ
ョ
ッ
と
し
た
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
朝
起
き
た
時
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

で
軽
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
ま
ず
ウ
ガ

イ
で
口
の
中
や
ノ
ド
を
洗
い
流
し
ま

し
よ
，
つ
。

四
、
一
日
の
疲
れ
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
と
る
よ
う
に
心
掛
け
、
夜
は
ゆ

っ
く
り
や
す
み
ま
し
ょ
う
。

五
、
ど
う
も
頭
が
痛
い
、
身
体
が
ダ

ル
イ
な
ど
と
感
じ
た
ら
、
と
に
か
く

休
養
を
と
り
、
早
寝
を
し
て
早
い
う

ち
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

①
健
康
を
守
る
食
事
計
画
①

　
栄
養
の
正
し
い
知
識
を
も
と
に
し

て
、
お
い
し
く
、
し
か
も
う
る
お
い

の
あ
る
食
生
活
を
す
る
コ
ツ
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
ご
飯
ば
っ
か
り
、
う
ど
ん
ば
っ
か

り
、
肉
ば
っ
か
り
な
ど
の
「
ば
っ
か

り
食
」
で
お
腹
を
一
杯
に
す
る
の
で

な
く
、
毎
日
六
つ
の
基
礎
食
品
を
食

卓
に
の
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
お
か
ず
の
主
体
は
た
ん
白
質
食
品

の
乳
、
卵
、
魚
肉
、
大
豆
製
品
を
中

心
に
、
副
菜
は
、
野
菜
、
い
も
類
、

果
物
な
ど
で
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
補
給
源
を
上
手
に
組
合
わ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
発
育
盛
り
の
子
ど

も
と
大
人
の
食
事
な
ど
、
年
齢
層
に

盤響鞍

鰻轍麟

応
じ
た
食
事
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

一
、
卵
は
た
ん
白
質
、
脂
肪
、
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
お
り

優
れ
た
栄
養
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
牛
乳
、
乳
製
品
、
牛
乳
一
本
を

毎
日
余
分
に
と
れ
ば
、
欠
け
て
い
る

栄
養
を
補
え
る
と
い
う
く
ら
い
で
す
。

三
、
肉
、
肉
類
と
く
に
レ
バ
ー
は
ス

タ
ミ
ナ
食
品
と
し
て
優
れ
て
い
ま
す
。

四
、
緑
黄
色
野
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、

こ
ま
つ
菜
、
に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
は
、
カ
ロ
チ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
栄
養
分
が
豊
富
で
す
。

五
、
植
物
性
油
は
、
糖
質
の
脂
肪
へ

へ
転
換
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
、
し

か
も
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
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危
険
物
取
扱
者
講
習
を
実
施

　
昭
和
五
十
五
年
度
二
回
目
の
危
険

物
取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
種
及

び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
講
習
）
が
、

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の
五

の
規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま

た
は
取
扱
所
で
、
危
険
物
の
取
扱
作

繋麩

欝鶴鑛

魏
畷
籍

現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
な
い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険

物
取
扱
者

※
受
講
の
義
務
　
受
講
義
務
者
は
、

つ
ぎ
の
期
間
内
に
講
習
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
q
D
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

か
ら
一
年
以
内

　
　
　
無
線
機
ば
　
雛

　
　
　
串
乞
寄
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
4
民
馨
驚
　
　
　
　
　
　
　
乾

あ
な
た
の
無
線
機
に
は

こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
ま
す
か
。

検定合格マーク

　
働
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日

前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
の
日
か

ら
五
年
以
内

　
⑥
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

五
年
以
内

●
日
時
及
び
会
場
　
十
月
二
、
三
日

新
潟
市
消
防
局
（
新
潟
市
東
大
畑
町
）

七
日
、
長
岡
自
治
会
館
（
長
岡
市
神

田
町
）
、
九
日
、
上
越
市
商
工
会
議

所
（
上
越
市
薄
袋
）
　
　
　
各
会
場

と
も
午
前
九
時
よ
り
受
付
開
始
1

●
受
講
申
請
受
付
期
間
　
九
月
十
日

（
水
）
か
ら
各
会
場
の
講
習
日
の
十

日
前
ま
で
（
受
講
申
請
書
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）

　
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
（
無
線
機
）
を

使
う
と
き
は
、
無
線
局
の
免
許
を
受

け
て
下
さ
い
。

　
免
許
を
受
け
な
い
で
各
人
が
自
由

勝
手
に
電
波
（
不
法
電
波
）
を
出
す

と
免
許
を
受
け
て
正
し
く
使
っ
て
い
る

無
線
局
の
通
信
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

の
受
信
を
妨
害
し
て
み
ん
な
の
迷
惑

に
な
り
ま
す
。

●
受
講
申
込
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一

新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
）

●
講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟

県
収
入
証
紙
で
納
入
）

県
勤
労
者

　
美
術
展
に
応
募
を

　
第
三
十
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展

が
、
十
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日
ま

で
県
美
術
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
次
の
要
項
で
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
勤
労

者
の
皆
さ
ん
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
（
官
公

庁
、
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る
人

作
品
　
日
本
画
（
五
十
号
以
内
）

洋
画
（
版
画
を
含
む
、
五
十
号
以
内
）

彫
塑
、
工
芸
、
書
（
裏
面
に
釈
文
を
）

写
真

応
募
先
　
九
月
三
十
日
ま
で
に
一
点

に
つ
き
五
百
円
を
添
え
て
、
長
岡
労

政
事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町
大
塚

新
田
ー
8
小
出
二
1
一
三
二
番
）
へ
。

搬
入
、
搬
出
　
搬
入
、
搬
出
は
応
募

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
●
搬
入
…
…
十
月
二
十
一
日

　
●
搬
出
…
…
十
月
二
十
六
日

　
詳
細
は
、
小
出
支
所
ま
た
は
、
市

公
民
館
（
8
七
ー
五
〇
二
番
）
へ
。

9、．

％　　■●・　，9．　，・

公民館
分館め羅鱗纏

中条地区
民踊教室

　
中
条
地
区
に
は
「
中
条
北
」
　
「
大

井
田
」
　
「
新
座
」
の
三
分
館
が
有
り

ま
す
。
特
に
大
井
田
、
新
座
の
二
分

館
は
、
管
理
は
地
区
館
が
し
て
い
ま

す
が
、
完
全
な
独
立
館
と
し
て
多
種

九
月
一
日
～
三
十
日

　
不
法
電
波
一
掃
月
間

　
ご
み
焼
却
場
で
は
、
焼
却
炉

修
理
の
た
め
、
家
屋
廃
材
な
ど

の
大
型
ご
み
の
焼
劫
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
（
魯
二
ー
三
九
二
『
四
垂
餌
）
へ
。

儀薇総
　昭和55年度の犬の登録と第2回狂犬病

予防注射を10月7日、8日、9日に行い

ます。（詳細は、9月25日付お知らせ版で

お知らせします）

多
様
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
条
北
分
館
i

●
分
館
長
　
池
田
英
三

●
分
館
主
事
　
阿
部
真
一

　
昭
和
五
十
三
年
五
月
か
ら
中
条
分

館
（
中
条
小
学
校
に
併
設
）
に
替
っ

て
北
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
に
併
設

さ
れ
た
分
館
で
す
．
ま
だ
三
年
目
に

入
っ
た
ば
か
り
で
、
継
続
講
座
を
持

つ
ま
で
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
分
館
を
部
落
の
中
に
定
着
さ
せ

よ
う
と
い
う
事
で
、
部
落
の
行
事
の

お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
将
来
は
、
部
落
の
意
識
を
反
映

し
た
事
業
が
も
て
る
よ
う
に
と
土
台

作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

1
大
井
田
分
館
1

●
分
館
長
　
小
川
元

●
分
館
主
事
　
渡
辺
幸
子

　
旧
大
井
田
小
学
校
の
校
舎
を
利
用

し
多
く
の
広
い
教
室
と
体
育
館
を
生

か
し
た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
継
続
講
座
と
し
て
は
、
民
謡
教
室

民
踊
教
室
、
盆
栽
教
室
、
日
本
舞
踊

教
室
な
ど
。
一
般
事
業
と
し
て
は
、

慶事エチケット教室

空手同好会

文
化
祭
、
芸
能
祭
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ほ
ん
や
ら
洞
な
ど
。
主
催
事
業
の
他
｝

に
、
空
手
、
ド
ラ
ム
な
ど
の
同
好
会
、
蜘

地
域
の
集
会
、
催
物
で
夜
分
館
に
灯
｛

の
つ
い
て
い
な
い
日
は
、
ほ
と
ん
ど
｛

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
利
用
が
多
い
一

た
め
館
内
の
整
理
整
頓
が
う
ま
く
い
“

っ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
㎞

す
。
い
つ
で
も
気
持
ち
良
く
使
う
た
画

め
に
、
利
用
者
の
理
解
が
必
要
で
す
。
凹

ー
新
座
分
館
ー

●
分
館
長
　
大
久
保
真
二

●
分
館
主
事
　
村
山
和
子

　
旧
新
座
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
継
続
講
座
ど
し
て
は
、
民
謡
教
室

手
芸
教
室
、
家
庭
教
育
講
座
な
ど
、

一
般
事
業
と
し
て
は
、
文
化
祭
、
民

謡
ま
つ
り
、
体
育
祭
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
新
座
は
分
館
委
員
の
活
動
が
か

な
り
活
発
な
分
館
で
、
月
一
回
は
委

員
会
を
開
き
、
各
事
業
に
全
員
で
ぶ

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
仲
間
づ
く
り
が
最
も
進
ん
で
い

る
分
館
で
す
．

　
館
内
に
は
、
保
育
園
が
併
設
さ
れ

て
い
る
の
で
昼
間
で
も
入
り
や
す
い

分
館
で
す
。
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昭
和
五
十
六
年
度
採
用
の
市
職
員

を
次
の
要
綱
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

★
職
種
と
募
集
人
員

○
初
級
一
般
事
務
（
男
子
若
干
名
）

…
調
査
、
徴
税
、
対
外
折
衡
等
の
事
務

○
中
級
土
木
（
男
子
若
干
名
）
…
建

設
、
下
水
道
、
農
林
、
水
道
部
門
等

で
専
門
技
術
の
業
務
。

○
上
級
電
気
（
男
子
若
干
名
）
…
電

気
施
設
設
備
の
運
転
操
作
、
保
守
管

理
の
業
務
。

○
上
級
機
械
（
男
子
若
干
名
）
…
下

水
道
施
設
設
備
等
、
機
械
の
運
転
操

作
、
保
守
管
理
の
業
務
。

○
上
級
一
般
事
務
（
男
子
若
干
名
）

…
調
査
、
徴
税
、
対
外
折
衡
等
の
事

務
．

★
資
格

○
初
級
一
般
事
務
…
…
高
等
学
校
及

び
高
等
専
門
学
校
の
卒
業
者
（
明
年

三
月
卒
業
見
込
者
含
）
で
昭
和
三
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

○
中
級
土
木
…
大
学
、
短
大
、
高
等

専
門
学
校
の
土
木
系
専
門
課
程
の
卒

業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
含
）

で
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
．

○
上
級
電
気
…
大
学
の
電
気
系
専
門

課
程
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込

者
含
）
で
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

以
偉
に
生
ま
れ
た
人
。

○
上
級
機
械
…
大
学
の
機
械
系
専
門

課
程
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見

込
者
含
）
で
昭
和
三
＋
一
年
四
月
一
、

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

○
上
級
一
般
事
務
－
・
大
学
の
卒
業
者

（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
含
）
で
昭

和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
。

★
試
験
期
日
　
ω
第
一
次
試
験
…
十

月
十
八
日
出
　
個
第
二
次
試
験
－
・
十

一
月
初
旬
に

★
申
込
書
及
び
受
験
案
内
の
請
求
そ

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
　
十
日
町
市

役
所
総
務
部
総
務
課
（
E
七
f
∵
．
一

二
番
内
線
二
三
三
）
へ
．

★
受
付
期
間
　
九
月
二
十
二
日
か
ら

十
月
五
日
ま
で
（
郵
送
の
申
込
み
は

十
月
五
日
消
印
有
効
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

▼
南
雲
準
】
（
関
根
）
一
万
円
　
▼

村
昌
サ
ン
ク
リ
ー
ン
（
新
宮
）
一
万

円
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
）
五
千

円
　
▼
群
馬
県
人
会
　
五
千
円
　
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
春
川

（
新
座
）
五
千
円

交
通
安
全
へ

▼
十
日
町
青
年
会
議
所
お
よ
び
ボ
ー

　
噺

　
備

　
ワ

　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
奨

　
　
　
　
奔

　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ボ

　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
◎
、
△
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
気

　
　
　
　
　
　
　
　
乃
／
ノ

　
　
　
　
　
　
　
藻

　
　
　
⑥

に
魍

晃
家

　　　　　～鯖の香り揚げ（中華料理）～

　秋び）味覚、鯖を使った料理をご紹介します，・副食用とi、て、

サラゲや野菜料理などとと｛、に食べると、いっそう風味4）増し．

ます。

　■材料と分量（4人前）　　　　■作り方■作り方

〔1）鯖は内臓、頭を除き、よ

く水洗いして3枚におろす。

（2）毛抜きで小骨を抜きとり

刺身くらいσ）大きさにそぎ

切りをする．

（3）（2）を肴）け汁に15～20分’）

1す、，臭1味？肖しと下貝未つ1ナを

する。

〔4）片栗粉をまぶしながら、

170℃油てカラッと揚げる。

15）たれの材料にしょうがの

｛切りをまぜ、揚げた鯖を
煮からめる。

にの時、鍋をゆすりなが

らからめると煮《ずれ1、な
い。ナ

i篇 遣＋毒羨
●っけ汁

　しょう油　　大さじ1

　7酉，　　　i大さじ1
しょうが汁i小さじ1

　　　　　ヒ●片栗粉　　i適当に

●揚げ油　　1　〃

●たれ　1
砂糖　1大さじ1．5

　しょうゆ阪さじ1．5

酒　　　　大さじ1．5
　ごま油　　1大さじ1，5
●生姜千切り1大さじ　1

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

10

月
3
日
働

10

月
2
日
㈱

10

月
1
日
困

9
月
3
0
日
㈹

9
月
2
9
日
（
月）

9
月
2
6
日
囲

9
月
2
5
日
困

9
月
2
4
日
困

9
月
2
2
日
（
月）

9
月
1
9
日
囲

9
月
1
8
日
困

期
日

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

午
～
前
9
午
時
後30
3分

時

検
診
時
問

〃 〃

川
治
公
民
館

〃

中
条
公
民
館

〃 〃

十
日
町
市
民
会
館

鐙
島
小
学
校

〃

十
日
町
市
民
会
館

会
場
名

〃

川
治
地
区

条背

新戸

’峠

太’

子梅
堂沢

、　　、

中北

条原

八’

幡塚
’田

上’

原中

　旭下
　ケ町
田’丘’

　’中
　中条
　町旭

　町
　中
　条
　島
　、
　上
　町
　、

〃 〃

十
日
町
地
区

南
鐙
璽
北
鐙
坂
囹
2
局
島
（
全）

〃

十
日
町
地
区

対
象
地
区

　　●片栗粉をつけ、すぐに揚けること．

　　●鯖の頭、骨はさっと熱湯で湯がき、水から出し昆布

回
　　　（人れなくともよい）とともに煮て出し汁をとる。

　　一一生臭味がこもるび）で、フタをしないで煮ること．

　　●野菜を入れ、味噌仕たてにする．最後にレモンか酢

　　少々おとし、臭味を消す。酒少々を入れるとなおさら
　　味4，出る。

　　　　　　　　　　（駅通り　酒井　　環）

，
ー
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
㎜
団
　
十
万

千
五
百
∵
一
十
九
円
　
▼
十
日
町
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
五
万
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

▼
九
月
十
六
日
図
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
ま
で
　
本
町
六
の
一
、
上
川

町
、
本
町
七
の
一
、
田
中
町
本
通
り

，
…
◆
；
3
2
…
2
…

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
．

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
の
納
税
…

の
各
一
部
▼
九
月
十
八
日
困
正

午
～
午
後
五
時
ま
で
　
高
島
第
一
・

第
二
　
▼
九
月
十
九
日
働
　
午
前
八

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
鉢
、
中
手
、

中
平
、
名
ケ
山
　
▼
九
月
二
十
二
日

側
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時
半
ま
で

高
田
町
三
西
、
高
田
町
四
、
春
日
町

一
、
稲
荷
町
四
、
島
の
各
一
部
、
千

　
　
　
／
！

　
　
　
・
／
／
％

　
0
～

／
　
鱗

　
　
　
も
さ

ぺ、
　
　
　
　
命

　
「
／

　
　
／嶺

／／

　σ

／　
／

ノ

蓑
辮

　　／
　．／

／

／簿

磁
くる．

：）

　o

雲
嚢

e
“
．
z
倉
ヨ

　
　
　
　
　
〃
ぢ

　
　
　
　
　
　
ヨ
ノ

　
　
多

／

Z

徽

代
田
町
　
▼
九
月
二
十
九
日
㈲
　
午

後
一
時
～
午
後
四
時
ま
で
　
本
町
六

の
㎜
、
本
町
六
の
二
、
稲
荷
町
一
、

田
中
町
本
通
り
の
各
一
部
、
本
町
四
、

本
町
五

　
　
　
　
　
　
　
、
・

づ
ヒ
が
2
　
轟

O
少
年
の
主
張
大
会
で
吉
田
中
二
年

の
島
田
和
美
さ
ん
が
、
現
在
の
農
業

問
題
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
五
十
三
年
の
国

民
一
人
あ
た
り
の
米
消
費
量
は
八
十

一
鴛
で
す
。
昭
和
二
十
年
の
最
も
物

資
が
欠
乏
し
た
時
の
配
給
米
で
す
ら

年
間
百
十
五
鴛
（
一
日
二
合
］
勺
）
割

り
当
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
一
人

が
一
日
、
ご
飯
を
も
う
一
杯
食
べ
た

ら
、
六
百
万
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米
は
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ま
う
の
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・
（
固
定
資
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税
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三
期
Y

・
納
期
限
九
月
三
十
日

■市勢／人ロ…50，005人（男24，556人・女25，449人）／世帯数12，032／面積…211．44k㎡（8月1日現在）
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